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京阪電車開業 100 周年記念

「聖母学院小学校『私とみんてつ』新聞展覧会」
京阪電車「丹波橋駅」構内で開催

6 /1（火）～ 6 /30（水）

MINTETSU
NEWS

　京阪電気鉄道株式会社が「聖母学院小学校『私とみんてつ』新聞展覧会」を開催しました。日本
民営鉄道協会加盟会社である京阪電気鉄道では、開業 100 周年を迎える今年、「地域との共生」を
ひとつのテーマに、地域の方々との連携を通じたさまざまな取り組みを進めています。今回の展覧
会もその一環として行われたもので、京阪沿線の聖母学院小学校（京都市伏見区）の３年生が「第
3 回『私とみんてつ』小学生新聞コンクール」に出品した、壁新聞 55 点を展示しました。
　会場となったのは京阪電車「丹波橋駅」南改札口前で、子どもたちの作品を大型パネルに集約す
るとともに、聖母学院と京阪電車のなつかしい写真もあわせて展示。大勢の利用客が、子どもたち
が日ごろ鉄道について感じていることをまとめた壁新聞、なつかしい写真を熱心に観覧していました。

応募要項など詳しくは日本民営鉄道協会ホームページをご覧ください。

http://kids.mintetsu.or.jp/

　全国の民営鉄道会社 72 社が加盟している
日本民営鉄道協会では、子どもたちに鉄道に
対する理解を深めてもらうため、平成 19 年よ
り『私とみんてつ』小学生新聞コンクールを開
催しています。
　鉄道について調べ、考えたこと、思ったこと
を自由に新聞にまとめて応募するもので、学校
単位でも個人でも小学生なら誰でも応募する
ことができます。
　今年の「第 4 回『私とみんてつ』小学生新
聞コンクール」は、7 月1日（木）から 9 月
30 日（木）まで作品を募集しています。

今年も『私とみんてつ』小学生新聞コンクールを開催
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みんてつだより

「聖母学院小学校『私とみんてつ』新聞展覧会」
基調報告�　　鉄道の未来学

世界遺産・高野山への旅
――聖地でありつづける高野山の魅力――
●高野山大学 名誉教授　山陰加春夫

連載�　　地方民鉄紀行

高尾登山電鉄株式会社
連載�　　リレーエッセイ

「すべての思い出の狭間で」
●作家　中島京子

連載�　　鉄道と映画

「鉄路の闘い」
●財団法人運輸政策研究機構 会長　羽生次郎

連載�　　大正・昭和の鳥瞰図絵師　吉田初三郎の世界

海光の千葉県
●首都大学東京非常勤講師　藤本一美

◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立され、72社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、もって国民経
済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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高野山へ。
国内有数の山岳区間を、新たな観光路線に。
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は
じ
め
に
～
高
野
山
と
い
う
空
間
～

高
野
山
（
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
）
は
、

標
高
一
〇
〇
〇
㍍
前
後
の
峰
々
と
、
そ
れ
ら

に
囲
ま
れ
た
標
高
八
〇
〇
㍍
ほ
ど
の
盆
地
状

の
平
坦
地
の
総
称
で
あ
る
。
平
坦
地
は
東
西

六
㌔
、
南
北
三
㌔
の
広
が
り
を
持
ち
、
そ
の

中
央
部
を
西
か
ら
東
に
御お

殿ど

川
が
貫
流
す

る
。
西
部
に
壇だ

ん
じ
ょ
う
が
ら
ん

上
伽
藍
、
東
部
に
奥お

く
の
い
ん

之
院
が

あ
り
、
壇
上
伽
藍
・
奥
之
院
を
除
く
平
坦
地

に
は
、
高
野
十じ

ゅ
う
だ
に谷

と
呼
ば
れ
る
谷
々
が
展
開

し
て
い
る
。

一
．
空
海
の
高
野
山
開
創

高
野
山
の
歴
史
は
、弘
仁
七
年
（
八
一
六
）

に
、
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
―
八
三
五
）

が
、
現
在
の
壇
上
伽
藍
の
地
に
「
修し

ゅ
ぜ
ん禅

の
一

院
」金こ

ん
ご
う
ぶ
じ

剛
峯
寺
を
建
立
し
た
時
か
ら
始
ま
る
。

同
年
六
月
の
「
沙
門
空
海
書
状
（
布ふ

せ
の
あ
ま

勢
海
あ

て
）」（『
高
野
雑
筆
集
』
巻
上
）
に
は
、「
諸
天

（
神
々
）
の
威
光
を
増ぞ

う
や
く益

し
、
国
界
（
国
家
）

を
擁
護
し
、
衆し

ゆ
じ
ょ
う生

（
生
き
と
し
生
け
る
も
の
）

を
利
済
せ
ん
が
た
め
に
、
一
つ
の
禅
院
を
建

立
し
、
法
に
よ
っ
て
修
行
せ
ん
」
と
、
そ
の

建
立
目
的
が
記
さ
れ
て
い
る
。

二
．
摂
関
家
・
王
家
の
高
野
参
詣

空
海
（
歴
史
的
な
存
在
）
が
高
野
山
で
入

滅
し
て
か
ら
二
、三
〇
〇
年
後
の
摂
関
・
院

政
期
、
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
の
前

さ
き
の
だ
い
じ
ょ
う

太
政

大だ
い
じ
ん臣
藤
原
道
長
の
「
弘
法
大
師
廟び

ょ
う
ど
う堂
」
参
詣

を
初
例
と
し
て
、
摂
関
家
・
王
家
の
人
々
が
、

続
々
と
高
野
登
山
を
行
い
、
そ
の
都
度
、
金

剛
峯
寺
に
荘
園
・
堂
塔
・
子し

い
ん院

（
本
寺
に
付

属
す
る
小
寺
）
を
寄
進
・
造
立
し
た
。
十
世

紀
に
一
時
、
衰
微
し
て
い
た
高
野
山
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
摂
関
・
院
政
期
に
至
る
や
、
に

わ
か
に
活
況
を
呈
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

摂
関
家
・
王
家
の
人
々
の
高
野
登
山
を

う
な
が
し
た
の
は
、
十
一
世
紀
以
降
、
し
だ

い
に
流
布
し
は
じ
め
た
入

に
ゅ
う
じ
ょ
う定

信
仰
と
高
野
山

信
仰
で
あ
っ
た
。
入
定
信
仰
と
は
、
弘
法
大

師
（
霊
的
な
存
在
）
が
今
も
な
お
高
野
山
奥

之
院
の
御
廟
内
に
生い

き
み身

の
ま
ま
で
お
わ
さ
れ

て
い
て
、
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

が
こ
の
世
に
出
現
さ
れ
る
そ
の
時
ま
で
、

人
々
を
救
済
し
続
け
て
い
る
、
と
い
う
信
仰

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
高
野
山
信
仰
と
は
、

「
一い

ち
ど
さ
ん
け
い
こ
う
や
さ
ん

度
参
詣
高
野
山
、
無む

し
の
ざ
い
し
ょ
う
ど
う
ち
ゅ
う
め
つ

始
罪
障
道
中
滅
」

（『
高
野
山
秘
記
』）
と
い
う
言
葉
に
端
的
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
高
野
山
は
仏
の
浄

土
で
あ
り
、
そ
の
地
に
徒・

歩・

で・

一
度
で
も
参

詣
す
る
な
ら
ば
、
人
間
に
最
初
か
ら
備
わ
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
逃
れ
が
た
い
罪
ま
で
も

が
道
中
で
消
滅
し
て
、
清
ら
か
な
心
身
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
信
仰
の
こ
と
で

あ
る
。

摂
関
家
・
王
家
の
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な

二
つ
の
信
仰
を
胸
に
抱
い
て
、「
大や

ま

と

じ

和
路
」（
ま

た
は
「
和い

ず

み

じ

泉
路
」、
ま
た
は
「
河か

わ

ち

じ

内
路
」）
を

経
由
し
て
高
野
山
麓
の
高こ

う
や
ま
ん
ど
こ
ろ

野
政
所
（
伊
都

郡
九
度
山
町
慈
尊
院
）
に
至
り
、
そ
こ
か

ら
、
の
ち
に
町ち

ょ
う
い
し
み
ち

石
道
と
呼
ば
れ
る
険
し
い
表

参
道
を
徒
歩
で
よ
じ
登
り
、
敬
虔
な
気
持
ち

高野山大学 名誉教授

山陰加春夫
Kazuo YAMAKAGE
大阪市立大学文学部史学地理学科卒業。大阪市立大学大学院、高野山
大学大学院を経て、高野山大学文学部教授、文学博士（大阪市立大学）。
平成 22 年 4 月 1 日より現職。専門は日本中世史。著書に『中世高野山
史の研究』『高野への道』（共著）『和歌山・高野山と紀の川』（共著）『中
世寺院と「悪党」』『巡礼高野山』（共著）などがある。

1200 年もの長きにわたる歴史を有する高野山。
真言密教の聖地であり、祈りに満ちた霊山。
学問・修行の場であり、暮らしの場でもある。
時の流れとともに変わったもの、変わらないもの――

「高野山」の魅力とは、何なのだろうか。
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世界遺産・高野山への旅
――聖地でありつづける高野山の魅力――

撮影◉織本知之
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で
山
上
の
弘
法
大
師
御
廟
に
詣
で
た
。
そ
れ

ら
の
人
々
の
高
野
参
詣
の
主
た
る
目
的
は
、

御
廟
参
拝
を
行
い
、
自
身
と
そ
の
一
族
の

現げ
ん
ぜ
あ
ん
の
ん

世
安
穏
（
こ
の
世
を
安
ら
か
に
暮
ら
す
こ

と
）
と
後ご

し
ょ
う
ぜ
ん
し
ょ

生
善
処
（
来
世
に
阿
弥
陀
如
来
ま

た
は
弥
勒
菩
薩
の
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
）

を
念
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
彼

ら
は
、高
野
山
へ
の
道
中
そ
の
も
の
に
も
、「
無

始
罪
障
道
中
滅
」
と
い
う
切
実
な
願
い
を
込

め
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
高
野
山
に
至

る
道
筋
は
、
目
的
地
に
到
達
す
る
た
め
の
単

な
る
通
過
ル
ー
ト
で
は
な
く
、
自
身
を
浄
化

し
て
い
く
大
切
な
道
程
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
．﹃
平
家
物
語
﹄
と
高
野
山　

『
平
家
物
語
』
は
、
一
二
四
〇
年
代
ご
ろ

に
は
そ
の
原
形
が
で
き
て
い
た
と
い
わ
れ
る

軍
記
物
語
。
そ
の
中
に
、（
一
）
一
ノ
谷
で
平

敦あ
つ
も
り盛

を
討
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
熊く

ま
が
え
な
お
ざ
ね

谷
直
実

が
、
蓮れ

ん
げ
だ
に

花
谷
に
住
ん
で
敦
盛
の
後
世
を
弔
っ

た
話
（
延え

ん
ぎ
ょ
う
ぼ
ん

慶
本
・
第
五
本
「
敦
盛
被
討
給
事
、

付
敦
盛
頸
八
嶋
ヘ
送
事
」）、（
二
）
横
笛
と
の

恋
が
叶
わ
ず
出
家
し
た
滝
口
入
道
（
斎
藤
時

頼
）
が
、
清し

ょ
う
じ
ょ
う
し
ん
い
ん
だ
に

浄
心
院
谷
に
居
を
構
え
修
業
に

専
心
し
た
話（
覚か

く
い
ち
ぼ
ん

一
本
・
巻
十「
横
笛
」）等
々
、

高
野
山
に
関
係
す
る
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
鏤

ち
り
ば
めめ

ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
挿
話
群
は
、
十
三
世
紀
以
降
、

人
口
に
膾か

い
し
ゃ炙

し
つ
つ
あ
っ
た
入
定
信
仰
と
高

野
山
信
仰
を
前
提
と
し
て
（
ま
た
は
、
入
定

信
仰
と
高
野
山
信
仰
の
さ
ら
な
る
流
布
を
企

図
し
て
）
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。
延
慶
本
・
第
三
本
「
白
河
院
、

祈き
し
ん
じ
き
ょ
う

親
持
経
（
聖
人
）
ノ
再
誕
ノ
事
」
に
は
、

入
定
信
仰
に
つ
い
て
、

我
が
朝
高
野
の
御
山
に
、
目ま

の
当
た
り

生し
ょ
う
じ
ん身

の
大
師
入
定
し
て
お
は
し
ま
す
。

（
中
略
）
生
身
普
遍
し
て
、
慈
尊
の
出

世
を
待
ち
、
六
情
（
喜
怒
哀
楽
愛
悪
の

六
種
の
情
）
変
は
ら
ず
し
て
、
祈
念
の

法
音
を
聞
こ
し
召
す
。
こ
の
故
に
現
世

の
利り

し
ょ
う生

も
憑た

の

み
あ
り
。
後
生
の
引
導
も

疑
ひ
な
し
、

と
記
さ
れ
、
ま
た
高
野
山
信
仰
に
つ
い
て
、

一ひ
と
た
び度

も
こ
の
地
を
踏
む
者
は
、
界か

い
げ外

無む

漏ろ

の
功
徳
（
現
実
を
超
越
し
た
清
ら
か

な
最
上
の
功
徳
）
を
備
へ
て
、
四
重
五

逆
の
罪
障
を
滅
ぼ
す
。
一ひ

と
よ夜

も
彼か

の
山

に
宿
る
者
は
、
本ほ

ん
う
ま
ん
だ
ら
か
い
の
え

有
万
陀
羅
界
会
を
開

き
て
（
生
ま
れ
つ
き
具
わ
っ
て
い
る
仏

性
が
顕
現
し
て
）、
三
十
七
尊
の
尊
位

に
連
な
る（
仏
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
）、

と
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、「
一
夜
も
彼
の
山
に
宿
る
者

は
、
本
有
万
陀
羅
界
会
を
開
き
て
、
三
十
七

尊
の
尊
位
に
連
な
る
」
と
い
う
一
節
は
誠
に

興
味
深
い
。
高
野
山
で
静
か
に
一
泊
す
る
こ

と
に
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

十
三
世
紀
後
半
以
降
に
な
る
と
、『
平
家
物

語
』
で
典
型
的
に
説
か
れ
る
功
徳
の
喧
伝
等

が
功
を
奏
し
て
か
、
庶
民
の
高
野
参
詣
が

増
え
は
じ
め
、
高
野
山
上
に
は
宿
坊
と
な
る

子
院
が
増
加
し
て
い
く
。
同
時
に
、
の
ち
に

「
高こ

う
や
な
な
く
ち

野
七
口
」
と
呼
ば
れ
る
高
野
街
道
群
も

基調報告 34

「壇上伽藍」胎蔵曼荼羅の世界を表しているといわれる
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整
備
さ
れ
て
い
く
。

十
六
世
紀
ご
ろ
に
は
、
高
野
山
へ
の
納
骨

も
い
っ
そ
う
盛
ん
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
成
立
の
百
科
事
典

『
塵じ

ん
て
ん添
あ
い

嚢の
う
し
ょ
う鈔

』
巻
十
六
に
も
、「
骨
を
専
ら

高
野
に
納
む
る
の
事
」
と
い
う
一
項
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

四
．
江
戸
時
代
の
高
野
山

江
戸
時
代
の
高
野
山
は
、（
一
）
空
海
が
建

立
し
た
「
修
禅
の
一
院
」
そ
の
も
の
で
あ
る

壇
上
伽
藍
を
本
部
と
し
た
「
学
問
の
道
場
」

で
あ
り
、（
二
）
奥
之
院
の
弘
法
大
師
御
廟
を

中
心
に
し
た
日
本
有
数
の
「
信
仰
の
霊
場
」

で
あ
り
、（
三
）
高
野
十
谷
と
呼
ば
れ
る
谷
々

に
僧
侶
・
俗
人
の
男
性
だ
け
が
集
住
す
る「
聖

俗
空
間
（
聖
に
し
て
俗
、
俗
に
し
て
聖
な
る

地
域
）」
で
あ
り
、
そ
し
て
（
四
）
高
野
山

麓
に
二
万
一
三
〇
〇
石
の
寺
領
（
朱
印
地
）

を
有
す
る
宗
教
領
主
（
江
戸
に
参
勤
交
代
を

行
う
日
本
最
大
の
大
名
格
寺
院
）で
あ
っ
た
。

（
一
）
に
つ
い
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
（
一
五
〇
六
―

五
二
）は
、そ
の
手
紙
の
中
で
、高
野
山
が「
中

世
日
本
の
六
大
学
」
の
一
つ
で
あ
る
旨
を
記

し
て
い
る
。
ま
た
（
二
）
に
つ
い
て
、
同
じ

イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス

（
一
五
三
二
―
九
七
）
は
、そ
の
著
『
日
本
史
』

に
お
い
て
、「（
高
野
山
は
）
日
本
中
で
も
っ

と
も
多
く
の
人
々
が
参
詣
す
る
巡
礼
地
の
一

つ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
（
三
）
に
関
連
し
て
、
正
保
三
年

（
一
六
四
六
）
の
「
高
野
山
全
山
絵
図
」（
金

剛
峯
寺
所
蔵
）
は
、
壇
上
伽
藍
を
中
心
に
し

て
、
実
に
一
八
六
五
も
の
子
院
を
描
い
て
い

る
。
各
子
院
は
、
本ほ

ん
ち
ゅ
う
い
ん
だ
に

中
院
谷
を
初
め
と
す
る

谷
々
に
分
布
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
谷
は
独
自
の

湯
屋
と
集
会
所
を
持
つ
、
一
種
の
「
ま
ち
」

組
織
を
形
成
し
て
い
た
。
ま
た
、
現
在
の
メ

イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
小
田
原
通
り
に

は
、
す
で
に
「
店
と
し
て
商
人
に
貸
与
す
る

貸
長
屋
群
」
が
建
ち
並
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
も
見
て
取
れ
る
。

五
．
貝
原
益
軒
の
物
見
遊
山
と
そ
の
後

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
二
月
十
七
、十
八

の
両
日
、
儒
学
者
貝か

い
ば
ら
え
き
け
ん

原
益
軒
（
一
六
三
〇
―

一
七
一
四
）
は
、
一
泊
二
日
の
日
程
で
高
野

山
に
登
っ
た
。
信
仰
の
か
け
ら
も
な
い
、
文

字
通
り
の
物
見
遊
山
（
名
所
見
物
）
で
あ

る
。
彼
は
持
ち
前
の
合
理
的
精
神
を
も
っ

て
、
同
山
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
（『
己き

巳し

紀
行
』）。

凡お
よ
そ、
寺
院
三
千
余
坊
あ
り
と
云い

う

。
さ
ほ

ど
は
有あ

る

べ
か
ら
ず
。
然し

か
れ
ど
も共

、
山
中
甚

は
な
は
だ

広
大
也
。
商
家
、亦ま

た

多
し
。
商
人
も
皆
、

妻
を
養
は
ず
。
魚ぎ

ょ
に
く肉

を
食
せ
ず
。
寺
院

并な
ら
び
に

商
家
あ
る
所
は
、
西
よ
り
東
へ
長

き
谷
也
。両
方
に
山
有
て
他
山
見
え
ず
。

故
に
山
中
、
風
景
よ
か
ら
ず
。
又
、
別

に
こ
と
な
る
佳か

き
ょ
う境

な
し
。
只
、
寺
院
多

く
、
又
町
に
は
万よ

ろ
ず

の
う
り
物
多
く
、
物

を
買か

い
も
と
む求

る
に
自
由
也
。
か
ね
て
「
寂じ

ゃ
く
ま
く寞

冷れ
い
た
ん淡

の
所
な
ら
ん
」
と
思
ひ
し
に
、
左さ

は
な
く
て
繁は

ん
え
い栄

富ふ
に
ょ
う饒

の
地
な
り
。

和わ
か
の
う
ら

歌
浦
や
吉
野
の
桜
な
ど
の
風
趣
を
こ
と

さ
ら
愛め

で
る
益
軒
に
と
っ
て
、
高
野
山
は
特

に
感
慨
を
催
す
場
所
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
、そ
の
よ
う
な
益
軒
で
さ
え
、

同
山
が
案
に
相
違
し
て
「
繁
栄
富
饒
の
地
」

で
あ
る
こ
と
に
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
、「（
高
野
山
は
）
日

本
中
で
も
っ
と
も
多
く
の
人
々
が
参
詣
す
る

巡
礼
地
の
一
つ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
。
十
六

世
紀
後
半
ご
ろ
、高
野
山
は
日
本
有
数
の「
信

仰
の
霊
場
」
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
同
山
を
訪
れ
る
「
多

く
の
人
々
」
の
中
に
は
、
貝
原
益
軒
の
よ
う

な
物
見
遊
山
の
旅
人
も
相
当
数
、
含
ま
れ
て

い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

明
治
時
代
に
入
っ
て
、
寺
領
（
朱
印
地
）

が
な
く
な
り
、女
人
禁
制
が
解
か
れ
た
。ま
た
、

大
正
四
～
昭
和
五
年
（
一
九
一
五
～
三
〇
）

の
大
阪
汐し

お
み
ば
し

見
橋

－

高
野
山
駅
間
の
鉄
道
敷ふ

せ
つ設

九度山の慈尊院から大門へ通じる「町石道」

大塔の鐘・高野四郎。1日に 5 回、高野山内に時刻を知らせる
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や
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
九
度

山
町
下し

も
こ
さ
わ

古
沢

－

高
野
山
大
門
間
の
高
野
山
有

料
道
路
開
通
は
、
高
野
山
へ
の
旅
に
大
い
な

る
便
宜
を
与
え
た
。

『
ア
サ
ヒ
写
真
ブ
ッ
ク
49　

高
野
山
』（
朝

日
新
聞
社
・
一
九
五
七
年
）
に
は
、

天
下
切
っ
て
の
大
霊
場
を
、
一
度
は
訪

れ
て
お
き
た
い
人
も
は
る
ば
る
と
諸
国

か
ら
上
っ
て
来
る
。
お
大
師
さ
ま
に
凝

り
か
た
ま
っ
た
信
仰
の
お
山
が
、
や
が

て
は
「
名
所
」
と
し
て
の
性
格
も
重
な

る
の
は
必
定
で
は
な
い
か
。
い
わ
ん
や
、

夏
の
涼
し
さ
は
文
字
ど
お
り
の
冷
房
高

野
だ
し
、
秋
の
大
紅
葉
も
目
を
奪
う
山

塊
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
京
阪
神
か
ら
の

足
も
お
の
ず
か
ら
こ
こ
へ
向
っ
て
来
る
。

高
野
山
へ
の
一
日
の
散
歩
さ
え
あ
ら
わ

れ
る
と
な
る
と
、「
名
所
」
は
さ
ら
に
今

ど
き
流
行
の
「
観
光
地
」
に
ま
で
発
展

す
る
。

と
あ
る
。こ
の
記
述
の
限
り
で
は
、高
野
山
が
、

「
信
仰
の
お
山
」
か
ら
「
名
所
」
へ
、
さ
ら

に
は
特
に
高
度
成
長
期
以
降
「
観
光
地
」
へ

と
、
そ
の
基
本
的
な
性
格
を
変
え
て
い
っ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

お
わ
り
に
～
高
野
山
の
魅
力
～

南
海
難
波
駅
（
大
阪
市
中
央

区
）
か
ら
南
海
高
野
線
に
乗
る

と
、
特
急
で
約
一
時
間
二
〇
分
、

急
行
で
約
一
時
間
五
〇
分
か
か
っ

て
標
高
五
三
五
㍍
の
極
楽
橋
駅
に

着
く
。
同
駅
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に

乗
り
換
え
、
最
大
斜
度
三
〇
度
の

急
坂
を
登
っ
て
、
五
分
で
標
高

八
六
七
㍍
の
高
野
山
駅
（
登
録
有

形
文
化
財
）
に
到
着
。
さ
ら
に
同

駅
前
か
ら
南
海
り
ん
か
ん
バ
ス
に

乗
り
、
林
の
中
を
抜
け
て
、
一
〇

分
ほ
ど
で
千せ

ん
じ
ゅ
い
ん
ば
し

手
院
橋
バ
ス
停
に
到

達
す
る
。
そ
こ
は
、『
グ
リ
ー
ン
・

ガ
イ
ド
』
日
本
編
（
ミ
シ
ュ
ラ
ン

社
・
二
〇
〇
九
年
）
に
、「
印
象

深
さ
」
と
い
う
項
目
で
三
ツ
星
が

付
け
ら
れ
、「
浮
世
と
全
く
違
う
時

間
が
流
れ
て
い
る
。
森
の
中
を
行
く
と
伽
藍

が
現
れ
る
。
西
洋
人
に
と
っ
て
ま
さ
に
神
秘

的
」
と
評
価
さ
れ
た
世
界
遺
産
・
高
野
山
の

中
央
部
で
あ
る
。
上
方
落
語
屈
指
の
大
ネ
タ

「
地じ

ご
く
ば
っ
け
い
も
う
じ
ゃ
の
た
わ
む
れ

獄
八
景
亡
者
戯
」
で
は
、
三
途
の
川
を

渡
り
向
こ
う
岸
に
上
が
る
と
、
六
道
の
辻
と

呼
ば
れ
る
、
大
阪
ミ
ナ
ミ
と
見
ま
が
う
ば
か

り
の
繁
華
街
が
出
現
す
る
が
、
そ
れ
に
似
た

よ
う
な
感
覚
を
味
わ
え
る
場
所
が
高
野
山
で

あ
る
。「
現
世
の
森
の
中
に
忽
然
と
現
れ
る

彼あ

の
世
（
異
空
間
）」、
私
た
ち
が
同
山
を
訪

れ
て
味
わ
う
一
種
、
幻
想
的
な
感
覚
を
こ
の

よ
う
に
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

こ
の
不
思
議
な
感
覚
は
、
今
な

お
高
野
山
が
、（
一
）「
学
問
の
道
場
」

で
あ
り
、（
二
）「
信
仰
の
霊
場
」
で
あ

り
、そ
し
て
（
三
）
僧
侶
・
俗
人
（
今

は
男
性
と
女
性
）
が
集
住
す
る
「
聖

俗
空
間
」
で
あ
る
と
い
う
、
複
合
的

な
性
格
が
も
た
ら
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、大
自
然
の
中
に
（
一
）

（
二
）（
三
）
三
者
が
渾
然
一
体
と

な
っ
て
存
在
す
る
と
こ
ろ
に
、
同
山

の
最
大
の
魅
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

前
に
、『
ア
サ
ヒ
写
真
ブ
ッ
ク
49　

高
野
山
』
の
記
述
の
限
り
で
は
、
高

野
山
が「
信
仰
の
お
山
」か
ら「
名
所
」

へ
、
さ
ら
に
は
特
に
高
度
成
長
期
以

降
「
観
光
地
」
へ
と
、
そ
の
基
本
的

な
性
格
を
変
え
て
い
っ
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
よ
う
、
と
述
べ
た
。

け
れ
ど
も
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は

あ
る
ま
い
。「
名
所
」
見
物
で
あ
れ
、
高
野

山
観
光
で
あ
れ
、
同
山
を
訪
れ
る
人
々
に
新

鮮
な
驚
き
を
も
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
、

前
述
し
た
「
幻
想
的
な
感
覚
」
で
あ
る
。
高

野
山
の
風
物
に
じ
っ
と
眼
を
凝
ら
し
て
、
そ

の
不
思
議
な
感
覚
の
在あ

り
か処

を
尋
ね
る
時
、
同

山
に
「
学
問
」
と
「
信
仰
」
が
一
二
〇
〇
年

の
長
き
に
わ
た
っ
て
息
づ
い
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
。「
名
所
」
見
物
の
旅
人
も
、
観
光

目
的
の
若
者
た
ち
も
、
耳
を
澄
ま
し
さ
え
す

れ
ば
、
そ
こ
が
紛
れ
も
な
く
「
学
問
と
信
仰

の
お
山
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

基調報告 34

一山の総門の大門。左右には金剛力士像が安置されている

吉田初三郎『常喜院を中心とせる高野山図絵絵葉書』（昭和 9 年発行）
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TOP INTERVIEW
聖地 ･高野山への参詣客輸送を目的に誕生した南海高野線。
長きにわたり唯一の鉄道ルートとして、その役割を担い続けている。
しかし時代の流れとともに、
参詣から観光へ、高野山を訪れる目的は変わり、
道路網の整備で高野山へのアクセスは自動車が主な手段となった。
鉄道利用のシェアは２割程度しかない。
現在、南海電鉄では、国内有数の山岳区間を走る路線を、
世界遺産・高野山へつながる観光路線として位置づけ、
新たな鉄道での旅の魅力づくりに取り組んでいる。
南海電気鉄道株式会社 亘信二社長兼ＣＯＯにお話を伺った。

世
界
遺
産
・

高
野
山
へ
。

国
内
有
数
の
山
岳
区
間
を
、

新
た
な
観
光
路
線
に
。

文◉茶木　環　撮影◉織本知之

南海電気鉄道株式会社　社長 兼 ＣＯＯ

亘 信二
Shinji WATARI



※明治 31 年 10 月から昭和 19 年 6 月までの社名。戦時中の統合合併、分離を経て、昭和 22 年 3 月に南海電気鉄道株式会社に改称した。
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世
界
遺
産
へ
つ
な
が
る
山
岳
路
線

―
―
ま
ず
高
野
線
の
誕
生
に
つ
い
て
、
お
話

を
お
伺
い
で
き
ま
す
か
。

亘　

当
社
は
、
純
民
間
資
本
に
よ
る
最
古
の

鉄
道
会
社
で
す
が
、そ
の
歴
史
は
明
治
18
年
、

現
在
の
南
海
本
線
・
難
波–

大
和
川
間
の
開

業
に
始
ま
り
、
36
年
に
難
波–

和
歌
山
市
間

の
全
線
を
開
業
し
て
い
ま
す
。

高
野
線
は
、
明
治
29
年
に
高
野
山
参
詣
客

輸
送
の
た
め
設
立
し
た
高
野
鉄
道
と
い
う
会

社
が
、
そ
の
２
年
後
に
開
業
し
た
堺
東–
狭

山
間
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
別
会
社
に
よ
る

同
路
線
の
事
業
継
承
や
延
伸
な
ど
を
経
て
、

大
正
11
年
に
南※

海
鉄
道
と
合
併
、
南
海
高
野

線
と
し
て
営
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
大
正

14
年
に
は
南
海
本
線
と
高
野
線
の
連
絡
線
が

完
成
し
て
難
波
か
ら
高
野
下
ま
で
直
通
運
転

を
開
始
し
、
利
便
性
が
格
段
に
向
上
し
ま
し

た
。
ま
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
高
野
下
か
ら

高
野
山
ま
で
の
延
伸
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
昭

和
４
年
に
極
楽
橋
ま
で
、そ
の
翌
年
に
は
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
が
開
通
し
ま
し
た
。
難
波–

高
野
山

間
の
直
通
運
転
が
開
始
し
た
の
は
昭
和
７
年

で
、
36
年
の
歳
月
を
経
て
、
参
詣
鉄
道
と
し

て
の
目
的
が
遂
に
達
成
さ
れ
た
の
で
す
。

―
―
そ
れ
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
南
海
高

野
線
が
高
野
山
に
行
く
唯
一
の
鉄
道
ル
ー

ト
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。

亘　

明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
全

国
各
地
で
参
詣
客
輸
送
を
目
的
と
し
た
鉄
道

が
次
々
と
開
業
し
ま
し
た
。
高
野
線
も
そ
の

ひ
と
つ
で
す
が
、
橋
本
駅
か
ら
極
楽
橋
駅
ま

で
の
19
・
８
㎞
は
標
高
差
４
４
３
ｍ
の
山
岳

区
間
で
す
。
急
勾
配
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
、

よ
く
ぞ
線
路
を
敷
い
た
も
の
だ
と
感
心
し
ま

す
。
実
際
、
工
事
は
困
難
を
極
め
、
資
材
輸

送
な
ど
は
地
元
営
林
署
の
森
林
鉄
道
の
協
力

を
得
て
進
め
た
そ
う
で
す
。
残
っ
て
い
た
高

野
線
の
古
い
記
録
映
像
を
見
ま
し
た
が
、
３

両
編
成
の
電
車
が
着
物
姿
の
女
性
や
参
詣
客

で
満
員
で
し
た
。
や
は
り
そ
れ
だ
け
の
ニ
ー

ズ
が
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
山
の
中
の
難
工
事

も
顧
み
ず
に
鉄
道
を
敷
い
た
の
で
し
ょ
う
。

―
―
参
詣
客
・
観
光
客
の
鉄
道
利
用
状
況
の

推
移
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

亘　

高
野
線
は
、
難
波–

橋
本
間
と
橋
本

–
極
楽
橋
間
で
異
な
る
性
格
を
持
っ
て
い
ま

す
。
難
波–

橋
本
間
は
昭
和
40
年
代
か
ら
大

阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
沿
線
の
宅
地
開

発
が
進
み
、
同
区
間
で
は
20
ｍ
級
の
４
扉
大

型
車
両
を
最
大
８
両
編
成
で
運
行
、
通
勤
・

通
学
客
を
輸
送
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

橋
本–

極
楽
橋
間
は
山
岳
区
間
を
走
る
ロ
ー

カ
ル
線
に
近
い
性
格
を
持
つ
路
線
で
、
沿
線

人
口
の
減
少
に
伴
い
、
鉄
道
利
用
が
著
し
く

減
少
し
て
い
ま
す
。

高
野
山
参
詣
客
も
、
登
山
産
業
観
光
道
路

と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
高
野
山
有

料
道
路
が
昭
和
35
年
に
完
成
し
て
以
来
、
鉄

道
か
ら
自
動
車
利
用
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま

し
た
。
橋
本–

極
楽
橋
間
で
昭
和
50
年
に
１

日
約
５
０
０
０
人
だ
っ
た
輸
送
密
度
が
、
そ

の
後
30
年
で
半
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

野
山
の
観
光
者
数
は
、
昭
和
60
年
代
か
ら
年

間
１
２
０
～
１
３
０
万
人
で
安
定
し
て
い
る

の
に
対
し
、
鉄
道
シ
ェ
ア
は
昭
和
60
年
代
は

33
％
、
平
成
元
年
か
ら
10
年
頃
ま
で
は
25
％

で
、
平
成
10
年
以
降
に
な
る
と
20
％
に
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
や
観
光
バ

ス
な
ど
に
押
さ
れ
て
い
る
、
非
常
に
厳
し
い

現
状
で
す
。

―
―
こ
の
山
岳
区
間
の
将
来
性
に
つ
い
て
、

経
営
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

亘　

世
界
遺
産
で
あ
る
高
野
山
は
世
界
の
財

産
で
あ
り
、
地
域
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も

大
切
な
観
光
資
源
で
す
。
高
野
山
に
お
客
さ

ま
を
お
運
び
す
る
唯
一
の
鉄
道
ル
ー
ト
で
あ

る
高
野
線
は
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

鉄
道
路
線
、
観
光
路
線
と
し
て
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
。
観
光
の
足
と
し
て
ご
利
用
い
た

だ
く
道
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
本
来
、
鉄
道
は
大
勢
の
人
員

を
運
ぶ
も
の
で
す
か
ら
、
輸
送
人
員
が
少
な

い
と
極
め
て
非
効
率
で
す
。「
環
境
に
や
さ
し

い
乗
り
物
」
と
言
い
つ
つ
、
少
な
い
お
客
さ

ま
を
乗
せ
て
走
ら
せ
る
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

無
駄
遣
い
、
逆
に
環

境
に
悪
い
で
し
ょ
う

（
笑
）。
１
日
で
も
早

く
そ
う
し
た
状
況
を

打
破
し
た
い
と
い
う

の
が
わ
れ
わ
れ
の
切

な
る
願
い
で
す
。

橋
本–
極
楽
橋
間

の
山
岳
路
線
に
つ
い

て
は
、
平
成
17
年
か

ら
難
波–

橋
本
間
の

通
勤
路
線
と
山
岳
路

線
の
運
行
形
態
を
分
離
し
て
一
部
ワ
ン
マ
ン

運
転
を
導
入
し
、
４
両
編
成
を
２
両
編
成
に

す
る
な
ど
コ
ス
ト
削
減
策
を
進
め
、
同
時
に

特
急
の
増
発
や
速
達
性
向
上
な
ど
の
ダ
イ
ヤ
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改
正
、
高
野
山
の
Ｐ
Ｒ
や
企
画
商
品
な
ど
の

増
収
策
を
実
施
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
収
支
の
厳
し
い
山
岳
路
線
を
当

社
の
経
営
努
力
だ
け
で
支
え
る
こ
と
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
か

ら
の
支
援
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。
地
域
の

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
観
光
路
線
と
し

て
再
生
し
て
い
き
た
い
。
観
光
面
を
Ｐ
Ｒ
し

て
、
高
野
山
と
そ
の
周
辺
地
域
に
、
国
内
外

か
ら
多
く
の
方
に
訪
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。

高
野
山
と
沿
線
エ
リ
ア
、
そ
し
て
鉄
道
が
一

体
と
な
っ
た
活
性
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

現
在
、
当
社
と
地
元
の
方
々
、
行
政
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
進
め
て
い
る
「
こ
う
や
花

鉄
道
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
う
し
た
願
い
の

も
と
、
立
ち
上
げ
た
第
一
歩
の
取
り
組
み
な

の
で
す
。

道
中
も
楽
し
め
る
鉄
道
の
魅
力
づ
く
り

―
―
「
こ
う
や
花
鉄
道
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
す
か
。

亘　

当
社
で
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
３

か
年
経
営
計
画
「
堅
進
１
２
６
計
画
」（
平
成

20
～
22
年
度
）
の
５
つ
の
基
本
方
針
の
ひ
と

つ
に
「
沿
線
活
性
化
の
推
進
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
南
海
沿
線
を
５
つ
の
エ
リ
ア
に
区
分

し
、
各
エ
リ
ア
の
特
性
・
情
勢
に
応
じ
て
き

め
細
や
か
に
施
策
を
実
行
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
高
野
山
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
を

対
象
と
す
る
高
野
山
エ
リ
ア
で
は
、
そ
の
主

要
施
策
と
し
て
「
こ
う
や
花
鉄
道
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
高
野
山
を
含

む
沿
線
の
景
観
整
備
を
行
い
、
歴
史
的
資
源

を
活
用
す
る
こ
と
で
、「
高
野
山
」ま
で
の
、「
そ

こ
へ
向
か
う
道
中
」
と
し
て
の
鉄
道
の
魅
力

づ
く
り
を
行
い
、「
鉄
道
利
用
の
必
然
性
」
を

創
出
し
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
目
的
で
す
。

「
こ
う
や
花
鉄
道
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
に

つ
い
て
は
、
た
く
さ
ん
の
願
い
や
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
高
野
山
や
そ

の
周
辺
地
域
に
咲
く
季
節
の
花
々
、
沿
線
に

広
が
る
四
季
や
自
然
の
彩
り
と
の
出
会
い
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
。ま
た
、

世
界
遺
産
・
高
野
山
で
の
写
経
や
阿あ

じ字
観か

ん

体

験
な
ど
、本
物
と
の
出
会
い
が「
花
」と
な
り
、

沿
線
地
域
の
活
性
化
を
願
う
地
元
と
当
社
の

願
い
が
「
花
」
に
な
る
と
い
う
思
い
も
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
「
花
」
は
４
枚
の
花

び
ら
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
こ
れ
は
当
社
と

沿
線
地
域
の
皆
さ
ま
、
地
元
行
政
、
そ
し
て

高
野
山
―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
ひ
と
つ
に

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
「
協
調
」
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

―
―
そ
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
象
徴
と

も
言
え
る
の
が
新
車
両
の
「
天
空
」
で
す
ね
。

亘　

今
年
７
月
で
定
期
運
行
開
始
１
年

を
迎
え
ま
す
。
今
年
３
月
末
ま
で
に
、

２
万
８
０
０
０
人
の
お
客
さ
ま
に
ご
乗
車
い

た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
車
両
を
改
造
し
た
も
の
で
、
上
か
ら

は
、
で
き
る
だ
け
費
用
は
か
け
ず
に
、
し
か

し
「
早
く
」
と
急
か
さ
れ
、
車
両
部
門
は
苦

労
し
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
（
笑
）。
国
内
有

数
の
山
岳
区
間
の
す
ば
ら
し
い
景
色
を
堪
能

い
た
だ
け
る
よ
う
に
採
用
し
た
大
型
窓
に
合

わ
せ
た
ワ
ン
ビ
ュ
ー
座
席
を
中
心
に
、
ご
家

族
連
れ
な
ど
の
お
客
さ
ま
用
に
は
コ
ン
パ
ー

ト
メ
ン
ト
座
席
も
用
意
し
ま
し
た
。
開
発
担

当
者
の
「
森
林
の
澄
ん
だ
空
気
を
ぜ
ひ
と
も

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
強
い
希

望
で
、
展
望
デ
ッ
キ
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
る
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
と
知
恵
を
絞
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
う
し
た
手
づ
く
り
感
み
た
い
な
部
分
も
お

客
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
天
空
」
と
い
う
名
前
は
、
お
客
さ
ま
に

早
い
段
階
か
ら
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、
公
募
に
し
て
、
地
元
の
方
に
も
選
考
委

員
会
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
伺
い

ま
し
た
。
高
野
山
は
弘
法
大
師
空
海
が
開
い

た
聖
地
で
す
。
標
高
約
９
０
０
ｍ
に
位
置
す

る
街
並
み
は
ま
さ
に
天
空
都
市
の
趣
で
、
そ

の
印
象
に
由
来
し
て
「
天
空
」
が
ふ
さ
わ
し

い
と
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

❶大阪ミナミを代表するターミナル・難波駅
❷難波駅からは特急・快急・急行が出る
❸総合インフォメーションセンターなんば
❹難波－極楽橋を1時間 19 分で結ぶ「特急こうや」

❶

❷

❸

❹
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―
―
高
野
山
の
世
界
遺
産
登
録
以
降
、
外
国

人
観
光
客
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り

の
対
応
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

亘　

海
外
で
の
人
気
の
高
ま
り
は
、
平
成
11

年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
モ
ン
ド
紙
に
掲
載
さ
れ

た
高
野
山
の
記
事
が
き
っ
か
け
で
、
わ
れ
わ

れ
も
「
こ
れ
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
観
光
客

が
多
く
な
る
」
と
予
測
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
ミ
シ
ュ
ラ

ン
の
グ
リ
ー
ン
・
ガ
イ
ド
で
最
高
評
価
の
三

ツ
星
を
獲
得
し
て
、
欧
米
人
を
中
心
に
外
国

人
観
光
客
が
増
え
て
い
ま
す
。

当
社
は
、沿
線
に
関
西
国
際
空
港
が
あ
り
、

海
外
の
お
客
さ
ま
の
ご
利
用
も
多
い
の
で
、

ほ
ぼ
全
駅
に
英
語
で
の
案
内
表
示
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
ま
た
関
西
空
港
駅
と
難
波
駅
は
、

日
本
語
・
英
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
の
４
カ

国
語
表
示
に
し
て
お
り
、
昨
年
４
月
に
は
難

波
駅
に
そ
れ
ら
4
カ
国
語
に
加
え
手
話
に
も

対
応
す
る
「
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
な
ん
ば
」
を
大
阪
市
と
共
同
で
開
設

し
ま
し
た
。
高
野
線
に
つ
い
て
も
駅
名
板
に

多
言
語
表
記
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
路
線
・
沿
線
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

も
４
カ
国
語
で
制
作
し
、
高
野
山
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
も
作
成
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
国

内
で
配
布
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

（
日
本
政
府
観
光
局
）
の
海
外
事
務
所
に
置

い
て
も
ら
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
外
国
人

観
光
客
誘
致
に
は
、
何
よ
り
も
情
報
発
信
が

必
要
で
す
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

―
―
「
こ
う
や
花
鉄
道
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
手

応
え
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

亘　

お
客
さ
ま
か
ら
の
反
響
が
い
ち
ば
ん
大

き
い
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
象
徴
と
し
て

導
入
し
た
「
天
空
」
で
す
。
ま
た
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
レ
ー
ル
や
ト
ン
ネ
ル
、
橋
脚
や
駅

の
ホ
ー
ム
な
ど
鉄
道
設
備
そ
の
も
の
や
、
花

屏
風
や
花
壇
な
ど
地
元
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
で
景
観
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

車
窓
か
ら
の
四
季
折
々
の
景
観
が
、
ご
利
用

の
お
客
さ
ま
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
は
一

朝
一
夕
に
生
ま
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
地
元
行
政
や
沿
線
住
民
の
皆
さ

ま
と
の
協
働
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
鉄
道

と
地
域
活
性
化
へ
の
道
を
探
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

守
り
な
が
ら
攻
め
る
姿
勢
で

―
―
今
年
度
は
３
か
年
経
営
計
画
「
堅
進

１
２
６
計
画
」
の
仕
上
げ
の
年
に
当
た
り
ま

す
。

亘　

計
画
に
付
け
ら
れ
た
数
字
は
創
業
か
ら

の
年
を
表
し
て
お
り
、
当
社
は
来
年
創
業

１
２
６
年
を
迎
え
ま
す
。
８
年
前
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
時
に
「
創
生
１
２
０

計
画
」
を
推
進
し
て
「
再
生
」
を
期
す
べ
く

経
営
の
基
礎
固
め
に
取
り
組
み
、
次
の
「
進

化
１
２
３
計
画
」
で
さ
ら
な
る
経
営
基
盤
の

強
化
に
努
め
ま
し
た
。
続
く
「
堅
進
１
２
６

計
画
」
は
、
堅
実
に
足
元
を
固
め
な
が
ら
、

着
実
に
前
へ
進
も
う
と
い
う
計
画
で
す
。

計
画
は
「『
環
境
保
全
』
の
た
め
の
取
組

み
強
化
」「
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
向

上
」「
な
ん
ば
エ
リ
ア
の
さ
ら
な
る
価
値
向
上
」

「
有
望
事
業
の
成
長
加
速
」「
沿
線
活
性
化
の

推
進
」
の
５
つ
の
基
本
方
針
か
ら
な
り
、
現

在
、
堅
進
の
名
の
と
お
り
、
着
実
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

―
―
「
な
ん
ば
エ
リ
ア
」
の
開
発
も
進
み
、

街
が
変
わ
っ
て
き
た
印
象
を
受
け
ま
す
。

亘　

な
ん
ば
エ
リ
ア
は
梅
田
に
比
べ
、
開
発

を
手
が
け
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
事
業
者
が
少
な

い
の
で
す
。
当
社
に
と
っ
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
と
可
能
性
を
有
し
た
大
切
な
エ
リ

ア
で
す
か
ら
、
難
波
駅
を
核
に
、
周
辺
エ
リ

ア
と
の
回
遊
性
を
向
上
さ
せ
た
り
、
賑
わ
い

を
創
出
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
を
手

が
け
て
な
ん
ば
の
街
づ
く
り
を
積
極
的
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
ん
ば
エ
リ
ア
の
開
発
は
計
画
的
・
継

続
的
に
ま
だ
ま
だ
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
「
堅
く
」
と
お
っ
し
ゃ
り
な
が
ら
も
、

強
く
「
進
む
」
熱
意
を
感
じ
ま
す
。

亘　

鉄
道
事
業
者
と
し
て
は
安
全

を
意
識
し
、
い
か
に
堅
実
に
や
る

か
と
い
う
の
が
当
然
あ
る
の
で
す

が
、
会
社
の
経
営
内
容
が
悪
い
か

ら
と
い
っ
て
、
リ
ス
ト
ラ
や
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
ば
か
り
で
立
て
直
そ
う

と
す
る
と
、
経
営
も
萎
縮
し
、
新

た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
な
い
。

そ
れ
で
は
事
業
と
し
て
だ
め
な
の

で
す
。
安
全
を
意
識
し
て
、
堅
実
に
進
め
な

が
ら
も
、
や
は
り
事
業
は
大
き
く
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
し
く
線
路
を
敷
く

こ
と
は
難
し
い
時
代
で
す
か
ら
、
自
社
の
沿

線
を
中
心
に
ど
う
い
う
事
業
を
展
開
で
き
る

か
考
え
る
。
非
鉄
道
事
業
分
野
で
収
益
の

基
盤
を
つ
く
れ
な
い
か
考
え
る
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
企
業
と
し
て
の
発
展
は
望
め
な
い
で

し
ょ
う
。

た
だ
、
鉄
道
会
社
の
企
業
価
値
と
い
う
の

は
沿
線
そ
の
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
沿
線

に
た
く
さ
ん
人
が
住
ん
で
い
る
、
住
み
た
い

と
思
っ
て
く
だ
さ
る
た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
、

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
く
れ
る
―
―
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
沿
線
を
元
気
に
す
る
こ
と

が
会
社
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
で

も
あ
る
の
で
す
。

わ
れ
わ
れ
の
沿
線
は
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
常
に
わ

れ
わ
れ
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、

地
域
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
鉄
道
の
魅
力
づ

く
り
と
沿
線
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



MINTETSU SUMMER 2010 12

世
界
遺
産
・
高
野
山
を
間
近
に
控
え
た
橋
本
駅
か
ら
極
楽
橋
駅
ま
で
の
19
・
８
㎞
。

標
高
差
４
４
３
ｍ
の
こ
の
山
岳
区
間
を
、

鉄
道
な
ら
で
は
の
旅
を
楽
し
む
「
観
光
路
線
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

全
国
か
ら
利
用
客
を
安
定
的
に
集
客
、
沿
線
地
域
を
活
性
化
す
る
―
―

南
海
電
鉄
の
「
こ
う
や
花
鉄
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

鉄
道
を
地
域
の
資
産
と
し
て
活
用
し
〝
地
域
力
〟
を
高
め
て
い
く
、

鉄
道
と
地
域
の
た
め
の
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

鉄
道
を
核
に
沿
線
地
域
を

活
性
化
す
る
。

文◉茶木　環 ( ジャーナリスト )　撮影◉織本知之　写真提供◉南海電気鉄道株式会社

プロジェクト

橋本

紀伊清水

学文路

九度山

高野下

下古沢

上古沢

紀伊神谷

極楽橋

高野山
ケーブルカー

紀伊細川

はしもと

き　 い 　しみず

く　 ど やま

か む ろ

こう　や した

しも　こ さわ

かみ　こ さわ

き　 い ほそかわ

き　 い かみや

ごくらくばし

こう　や さん

REPORT I
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高
野
山
参
詣
と
南
海
高
野
線

西
暦
８
１
６
年
、
弘
法
大
師
が
真
言
密
教

の
根
本
道
場
を
建
立
す
る
た
め
、
嵯
峨
天
皇

よ
り
高
野
山
の
地
を
下
賜
さ
れ
る
。
高
野
山

の
歴
史
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。
山
上
に
は
、

根こ
ん
ぽ
ん
だ
い
と
う

本
大
塔
を
中
心
と
し
た
壇だ

ん
じ
ょ
う
が
ら
ん

上
伽
藍
、
高
野

山
真
言
宗
総
本
山
金
剛
峯
寺
な
ど
、
荘
厳
な

建
造
物
が
並
ぶ
。
塔
頭
寺
院
１
１
７
カ
寺
を

擁
す
る
一
大
宗
教
都
市
だ
。

か
つ
て
、
山
上
へ
通
じ
る
主
要
な
道
沿
い

に
は
宿
場
町
が
形
成
さ
れ
、
参
詣
者
の
た
め

の
荷
物
持
ち
、
馬
、
駕か

ご籠
か
き
な
ど
が
参
詣

道
を
賑
わ
せ
て
い
た
。
そ
の
光
景
は
、
昭
和

初
期
ま
で
続
い
て
い
た
と
い
う
。

南
海
電
鉄
の
高
野
線
が
極
楽
橋
駅
ま
で
開

通
し
た
の
は
昭
和
４
年
、
そ
の
翌
年
、
極
楽

橋
駅
と
山
上
の
高
野
山
駅
を
結
ぶ
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
が
開
業
し
た
。
そ
れ
ま
で
馬
や
駕
籠
、

あ
る
い
は
自
ら
山
道
を
登
っ
て
い
た
参
詣
者

に
と
っ
て
、
険
し
い
山
道
を
難
な
く
登
る
鉄

道
は
、
あ
り
が
た
く
頼
も
し
い
存
在
だ
っ
た

に
違
い
な
い
。
以
来
、
高
野
線
は
高
野
山
参

詣
客
輸
送
を
一
手
に
担
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
昭
和
35
年
に
高
野
山
道
路
（
現

国
道
３
７
０
号
・
４
８
０
号
）
が
開
通
し
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
と
、
人
々
の

足
は
鉄
道
か
ら
自
動
車
へ
、
徐
々
に
シ
フ
ト

し
て
い
っ
た
。
昭
和
55
年
に
は
高
野
龍
神
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
が
開
通
、
高
野
山
へ
の
主
な
交

通
手
段
は
自
動
車
に
切
り
替
わ
る
。
高
野
山

へ
向
か
う
人
々
で
賑
っ
て
い
た
高
野
線
の
山

岳
区
間
は
、
次
第
に
「
収
支
の
厳
し
い
ロ
ー

カ
ル
線
」
に
な
っ
て
い
っ
た
。

「
橋
本–

極
楽
橋
間
の
山
岳
区
間
は
高
野

山
の
参
詣
鉄
道
と
し
て
発
祥
し
て
お
り
、
沿

線
人
口
も
少
な
い
。
そ
も
そ
も
が
地
元
に
お

住
ま
い
の
お
客
さ
ま
だ
け
で
は
経
営
的
に
成

り
立
た
な
い
路
線
。
沿
線
人
口
の
減
少
も
大

き
く
、
車
に
移
行
し
た
観
光
客
を
鉄
道
に
取

り
戻
さ
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
は
路
線
の
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
な
る
」
と
南
海
電
気

鉄
道
株
式
会
社
営
業
推
進
室
（
当
時
）・
現

経
営
政
策
室
の
望
月
理
部
長
は
語
る
。

「
鉄
道
の
盛
衰
は
沿
線
地
域
と
表
裏
一
体

で
、
当
社
と
同
じ
よ
う
に
沿
線
地
域
も
危
機

感
を
募
ら
せ
て
い
た
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
進
展
で
高
野
山
に
行
き
や
す
く
は
な
っ

た
が
、
少
し
立
ち
寄
る
だ
け
の
通
過
客
が
多

く
な
っ
た
。
高
野
山
を
目
的
地
で
は
な
く
通

過
点
に
変
え
て
し
ま
っ
た
」

高
野
山
は
、
平
成
16
年
、
熊
野
、
吉
野
・

大
峯
と
と
も
に
『
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
』
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。「
世

界
遺
産
登
録
市
町
村
の
観
光
客
入
り
込
み
状

況
」（
和
歌
山
県
）
を
見
て
み
る
と
、
高
野
町

の
観
光
客
総
数
は
、
ほ
ぼ
１
２
０
万
人
台
で

推
移
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は
、
３
分
の

２
が
日
帰
り
客
だ
。
平
成
18
年
の
宿
泊
客
数

は
44
年
ぶ
り
に
30
万
人
を
割
っ
た
。

一
方
、
外
国
人
の
宿
泊
客
は
増
え
て
い
る
。

平
成
15
年
に
お
よ
そ
１
万
人
だ
っ
た
宿
泊
客

は
、
20
年
に
は
３
・
５
倍
の
３
万
５
０
０
０

人
に
伸
び
て
い
る
。

海
外
に
高
野
山
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
平
成
11
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
モ
ン

ド
紙
が
密
教
の
聖
地
と
し
て
高
野
山
を
取
り

上
げ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
、
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

平
成
19
年
に
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
・

ガ
イ
ド
で「
あ
え
て
訪
れ
る
価
値
の
あ
る
場
所
」

と
し
て
三
ツ
星
の
評
価
を
獲
得
し
た
。
こ
う

し
た
評
価
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
和
歌
山
県

も
海
外
か
ら
の
旅
客
誘
致
を
掲
げ
、
欧
米

を
中
心
に
高
野
山
と
熊
野
古
道
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

平成１５年 16 年 17 年 18 年 19 年 20 年 対 15 年比

観光客
総数 1,154 1,457 1,234 1,208 1,248 1,226 106.2％

うち宿泊数 332 375 323 281 313 318 95.9％

うち日帰り
客数 822 1,082 911 927 935 908 110.4％

平成１５年 16 年 17 年 18 年 19 年 20 年 対 15 年比

外国人宿泊
客数 10,038 10,530 13,051 16,413 30,352 35,337 352.0％

■高野町の観光客入り込み状況

■外国人宿泊客数

（「世界遺産登録市町村の観光客入り込み状況（旧市町村単位）」：和歌山県より）

（単位：千人）

（単位：人）

外国人観光客が増加し続けている

南海電気鉄道株式会社
営業推進室 部長（当時）・
現 経営政策室 部長

望月　理
Osamu MOCHIZUKI

南海電気鉄道株式会社
営業推進室 課長

矢野　到
Itaru YANO
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「
海
外
か
ら
の
観
光

客
に
は
公
共
交
通
し
か

足
が
な
い
。
国
際
的
な

評
価
の
高
ま
り
を
一
過

性
の
も
の
で
は
な
く
定

着
さ
せ
る
た
め
に
も
、

高
野
線
の
山
岳
区
間

を
、
高
野
山
を
目
的
地

と
す
る
魅
力
あ
る
観
光

路
線
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」（
望
月

部
長
）

自
動
車
に
移
行
し
た

観
光
客
を
鉄
道
に
取
り

戻
す
―
―
こ
う
し
て
、

高
野
線
の
山
岳
区
間

を
観
光
路
線
と
し
て
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。「
こ
う
や
花
鉄
道
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

「
鉄
道
を
利
用
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
鉄

道
と
沿
線
の
地
域
、
そ

し
て
旅
の
目
的
地
で
あ

る
高
野
山
、
そ
れ
ぞ
れ

の
魅
力
を
取
り
込
み
な

が
ら
、
鉄
道
利
用
の
必

然
性
を
つ
く
る
こ
と
が

必
要
だ
。
橋
本
か
ら
高

野
山
に
至
る
エ
リ
ア
全

体
を
活
性
化
し
、
滞
在

型
の
高
野
山
周
辺
観
光

を
促
し
て
、
鉄
道
と
地
域
の
発
展
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
望
月
部
長
は
語
る
。

橋
本
駅
か
ら
高
野
山
間
を
「
こ
う
や
花
鉄

道
エ
リ
ア
」
と
位
置
づ
け
、
新
た
な
旅
の
醍

醐
味
を
創
出
す
る
。
安
定
的
な
鉄
道
利
用
を

促
し
、
沿
線
の
地
域
活
性
化
を
目
指
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
も
、
高
野
山
真
言
宗
総
本
山

金
剛
峯
寺
、
地
元
行
政
、
そ
し
て
沿
線
地
域

住
民
―
―
周
辺
地
域
を
含
む
高
野
山
エ
リ
ア

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
積
極
的
な
協
働

を
掲
げ
、
企
画
・
推
進
し
て
い
る
。

平
成
19
年
か
ら
動
き
始
め
た
「
こ
う
や
花

鉄
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
３
か
年
経
営
計

画「
堅
進
１
２
６
計
画
」（
平
成
20
～
22
年
度
）

の
５
つ
の
基
本
方
針
の
ひ
と
つ
〝
沿
線
活
性

化
の
推
進
〟
の
重
点
エ
リ
ア
の
主
要
施
策
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
新
車
両
「
天
空
」

橋
本
駅
を
過
ぎ
る
と
、
一
駅
ご
と
に
森
が

深
く
な
る
。
急
勾
配
の
斜
面
に
は
り
つ
く
よ

う
に
蛇
行
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
線
路
。
険

し
い
山
間
を
縫
い
、
24
の
ト
ン
ネ
ル
を
走
り

抜
け
、
電
車
は
特
別
な
場
所
・
聖
地
へ
と
向

か
う
。
山
上
に
到
着
す
る
ま
で
の
、
そ
の
距

離
と
時
間
―
―
鉄
道
を
利
用
す
る
か
ら
こ
そ

味
わ
え
る
心
に
贅
沢
な
旅
の
時
間
だ
。

「
こ
う
や
花
鉄
道
」
区
間
に
は
高
野
線
の

10
駅
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
高
野
山
駅
が
あ
る
。

南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社
営
業
推
進
室
の

矢
野
到
課
長
は
、
こ
の
区
間
を
「
日
常
の
世

界
か
ら
非
日
常
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
世
界

に
誘
う〝
結
界
〟の
よ
う
な
も
の
」と
例
え
る
。

都
会
の
雑
踏
か
ら
聖
地
へ
、
日
常
か
ら
非
日

常
へ
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
鉄
道
で
し
か
味
わ
え

な
い
。
そ
こ
に
鉄
道
利
用
の
必
然
性
が
あ
る
。

こ
の
聖
地
へ
の
鉄
道
の
旅
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
運
行
し
て
い
る
の
が
、
昨
年
７
月
に
誕

生
し
た
新
車
両
「
天
空
」
だ
。
こ
れ
ま
で
、

こ
の
区
間
は
主
に
難
波
駅
発
の
特
急
と
橋
本

駅
か
ら
各
駅
停
車
の
電
車
が
運
行
し
て
い
た

❶特別な旅の舞台装置「天空」　❷車体に記された最急勾配 50‰　❸車窓を楽しむワンビュー座席　❹外気に触れられる展望デッキ　❺格調ある飾り窓

❸

❹ ❺❶

❷

高野山の聖地「奥之院」
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が
、「
天
空
」
は
１
日
２
往
復
、
橋
本
駅
発
で

途
中
、
学
文
路
駅
・
九
度
山
駅
に
停
車
す
る
。

「
高
野
山
に
行
か
れ
る
方
は
特
急
を
利
用

さ
れ
る
。
し
か
し
、
途
中
駅
に
も
趣
き
深
い

場
所
が
あ
り
、
各
駅
停
車
の
旅
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
そ
こ
で
、
対
極
に
あ
る
特
急

と
各
停
と
は
異
な
る
も
う
ひ
と
つ
の
パ
タ
ー

ン
を
つ
く
り
、
高
野
山
へ
の
鉄
道
の
旅
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
た
」
と
望
月
部
長
は

語
る
。

矢
野
課
長
も
「
高
野
山
を
訪
れ
る
方
は
、

自
然
や
密
教
、
そ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
空

気
感
と
、
本
物
を
求
め
て
足
を
運
ば
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
本
物
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

る
。
そ
の
舞
台
装
置
が〝
天
空
〟だ
」と
話
す
。

「
天
空
」
は
既
存
車
両
を
改
造
し
て
誕

生
し
て
い
る
。
全
国
各
地
の
ユ
ニ
ー
ク
な

電
車
を
視
察
し
つ
つ
、
高
野
山
お
よ
び
そ
の

周
辺
エ
リ
ア
の
象
徴
と
し
て
の
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
、
本
物
に
こ
だ
わ
っ
た
。

「
山
岳
区
間
の
雄
大
な
景
観
美
を
楽
し
み
、

急
勾
配
や
急
カ
ー
ブ
を
体
感
で
き
る
よ
う
に

ワ
ン
ビ
ュ
ー
座
席
に
し
、
一
部
、
家
族
や
グ

ル
ー
プ
向
け
に
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
座
席
も

用
意
し
た
。
窓
を
大
き
く
取
っ
て
、
壮
大
な

絵
を
鑑
賞
す
る
よ
う
な
気
分
で
景
色
を
眺
め

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
」（
矢
野
課
長
）　

車
内
は
あ
た
た
か
み
の
あ
る
木
の
内
装
で
、

利
用
客
の
人
気
を
集
め
て
い
る
展
望
デ
ッ
キ

ス
ペ
ー
ス
は
森
林
の
澄
ん
だ
空
気
を
直
接
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
風
の
匂
い
、
鳥
の
鳴
き

声
や
虫
の
声
を
体
感
し
て
ほ
し
い
。
山
を
登

る
に
つ
れ
て
変
わ
っ
て
い
く
空
気
感
も
感
じ

と
っ
て
い
た
だ
け
る
は
ず
」（
矢
野
課
長
）

「
天
空
」
こ
だ
わ
り
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。
利
用

客
の
評
判
も
高
く
、「
40
～
50
分
の
道
の
り
で

は
短
い
」「
も
っ
と
乗
っ
て
い
た
い
」
と
嬉
し

い
声
が
届
い
て
い
る
。

「
ツ
ア
ー
バ
ス
の
観
光
客
に
も
、
山
岳
区
間

は
電
車
に
乗
っ
て
〝
高
野
山
へ
の
道
中
〟
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。
将

来
的
に
は
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
で
、

車
か
ら
電
車
に
乗
り
換
え
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
地
域
へ
の
働
き
か
け
を
考
え
た
い
」
と

望
月
部
長
は
展
望
を
語
っ
て
い
る
。

〝
協
調
〟
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
花

と
こ
ろ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ブ
ラ
ン
ド
「
こ

う
や
花
鉄
道
」
の
「
花
」
は
、
何
を
表
現
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
沿
線
を
花
で
飾
り
活
性
化
し
よ
う
と
い
う

取
り
組
み
を
発
端
と
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
活

性
化
の
施
策
を
具
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
地
域
に
花
開
い
て
い
く

ビ
ジ
ョ
ン
を
表
現
し
て
い
る
」
と
、
望
月
部

長
は
説
明
す
る
。

南
海
電
鉄
と
高
野
山
真
言
宗
総
本
山
金
剛

峯
寺
、
地
元
行
政
、
そ
し
て
沿
線
地
域
住
民
。

高
野
山
を
思
い
、
高
野
山
エ
リ
ア
の
発
展
を

願
う
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
ひ
と
つ
に
し
て
力
を

合
わ
せ
て
い
く
。〝
協
調
〟
の
大
切
さ
も
、
そ

の
一
文
字
に
込
め
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
と
な
っ
た
沿
線
を

花
で
飾
る
取
り
組
み
に
は
、
下
古
沢
駅
と
高

野
下
駅
の
「
花
屏
風
」
が
あ
る
。
九
度
山
駅

に
は
、
戦
国
武
将
の
真
田
幸
村
ら
が
蟄
居
し

た
地
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
み
、
幸
村
と
十
勇

士
の
イ
ラ
ス
ト
を
配
し
た
約
30
ｍ
の
「
九
度

山
真
田
花
壇
」
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
紀
伊

清
水
駅
近
く
に
は
、
線
路
脇
ス
ペ
ー
ス
を
整

地
し
て
「
季
節
の
花
ス
ポ
ッ
ト
」
を
つ
く
り
、

春
に
満
開
の
菜
の
花
、
今
秋
に
は
コ
ス
モ
ス

を
咲
か
せ
る
予
定
だ
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
植
栽
の
日
常
的
な
手
入
れ
や
種

ま
き
、
植
え
替
え
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、

南
海
電
鉄
社
員
と
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協

働
で
行
っ
て
い
る
。

「
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
単
年
度
で
は
な

く
、
中
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
。
そ
れ
が
地
域
の
魅
力
と
な
り
、
地
域

独
自
の
発
信
力
が
生
ま
れ
〝
地
域
力
〟
が
育
っ

❶登録有形文化財の高野山駅　❷エレベーター連絡通路 2 両連結 260 人乗りのケーブルカー

❶

❷

朱塗りの根本大塔は「壇上伽藍」を象徴する建物
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て
い
く
」
と
望
月
部
長
は
期
待
を
込
め
る
。

「
極
楽
橋
森
林
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
長

い
ス
パ
ン
で
取
り
組
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
活
動
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。
世
界
遺
産
・
高

野
山
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
守
る

た
め
、
極
楽
橋
の
高
野
山
国
有
林
森
林
整
備

を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
20
年
12

月
、
実
行
委
員
会
が
発
足
。
高
野
山
真
言
宗

総
本
山
金
剛
峯
寺
、
和
歌
山
県
伊
都
振
興
局
、

高
野
町
役
場
、
高
野
町
森
林
組
合
な
ど
と
と

も
に
、
南
海
電
鉄
も
参
加
し
て
い
る
。
実
行

委
員
会
で
は
、
現
在
、
下
草
や
ツ
ル
の
刈
り

取
り
、モ
ミ
ジ
の
植
樹
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

広
が
る
各
駅
停
車
の
楽
し
み

取
材
時
、
各
駅
停
車
に
乗
っ
て
い
る
と
、

デ
イ
パ
ッ
ク
に
ス
ニ
ー
カ
ー
と
い
う
軽
装
の
中

高
年
の
夫
妻
が
九
度
山
駅
で
乗
車
し
、
２
駅

先
の
下
古
沢
駅
で
降
り
た
。
ホ
ー
ム
の
駅
名

表
示
板
の
前
で
記
念
撮
影
を
し
て
い
る
。「
こ

う
や
花
鉄
道
」
の
ロ
ゴ
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
駅

名
表
示
板
は
４
カ
国
語
で
駅
名
が
表
記
さ

れ
、
駅
の
標
高
が
書
か
れ
て
い
る
。
夫
妻
は

ま
さ
に
、沿
線
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
る
風
情
だ
。

こ
の
下
古
沢
駅
と
次
の
上
古
沢
駅
の
間
は

１
時
間
弱
の
軽
い
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
っ

て
お
り
、
途
中
に
中
古
沢
橋
梁
が
あ
る
。

昭
和
３
年
に
架
設
さ
れ
た
、
橋
脚
の
鉄
骨

を
や
ぐ
ら
の
よ
う
に
組
み
上
げ
た
ト
レ
ッ
ス
ル

式
を
採
用
し
た
も
の
で
、
ほ
か
で
は
全
国
で

も
11
橋
し
か
現
存
し
な
い
。

「
非
常
に
珍
し
い
も
の
な
の
で
、
観
光
資
源

と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。
地
域

の
皆
さ
ま
の
協
力
を
得
て
、
橋
梁
の
下
の
木

を
伐
採
し
て
展
望
デ
ッ
キ
を
設
置
し
た
。
真

下
か
ら
橋
梁
と
電
車
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で

き
る
」（
矢
野
課
長
）

九
度
山
駅
か
ら
は
、
熊
野
古
道
と
同
じ
く

世
界
遺
産
の
参
詣
道
で
あ
る
「
高
野
山
町ち

ょ
う
い
し石

道み
ち

」
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
弘
法
大
師

の
母
が
祀
ら
れ
る
慈
尊
院
か
ら
根
本
大
塔
に

至
る
約
22
㎞
の
山
道
で
、１
町
（
１
０
９
ｍ
）

毎
、
１
８
０
本
の
石
塔
が
立
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
町
石
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
九
度
山
駅

か
ら
は
所
要
時
間
・
約
６
時
間
半
と
健
脚
向

け
の
コ
ー
ス
と
な
る
が
、
紀
伊
細
川
駅
か
ら

な
ら
約
10
㎞
、
お
よ
そ
３
時
間
の
行
程
だ
。

「
沿
線
に
は
森
林
鉄
道
の
跡
な
ど
も
あ
り
、

散
策
が
楽
し
め
る
。鉄
道
の
秘
境
駅
が
ち
ょ
っ

と
し
た
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、
紀
伊
神

谷
駅
な
ど
は
ま
さ
に
そ
の
ひ
と
つ
。乗
っ
た
り

降
り
た
り
、
各
駅
停
車
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

（
矢
野
課
長
）

車
窓
か
ら
の
景
色
の
中
を
、今
度
は
歩
い
て

み
る
。自
ら
の
足
で
た
ど
り
な
が
ら
高
野
山
へ

の
旅
を
紡
い
で
い
く
楽
し
さ
も
あ
る
だ
ろ
う
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

高
野
線
の
時
刻
表
や
電
車
の
行
き
先
表
示

で
は
「
高
野
山
・
極
楽
橋
行
」
と
い
う
表
記

を
見
か
け
る
。
実
際
に
は
、極
楽
橋
駅
で
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
に
乗
り
換
え
、
高
野
山
駅
に
到
着

す
る
が
、
南
海
電
鉄
で
は
利
用
客
に
分
か
り

や
す
い
よ
う
に
「
高
野
山
」
を
併
記
し
て
案

内
し
て
い
る
。

そ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
、
今
年
で
開
業
80

年
を
迎
え
た
。
極
楽
橋
駅
と
高
野
山
駅
、
ど

ち
ら
の
駅
も
古
き
良
き
時
代
の
面
影
を
残
し

て
は
い
る
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
し
っ
か
り
と

進
め
ら
れ
、
昨
年
３
月
に
工
事
が
完
成
し
て

い
る
。
極
楽
橋
駅
で
は
ス
ロ
ー
プ
を
整
備
し

階
段
昇
降
機
を
設
置
、
高
野
山
駅
で
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
導
入
し
た
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
駅

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
西
日
本
で
は
初
め

て
で
、
傾
斜
の
き
つ
い
階
段
を
上
り
下
り
す

る
困
難
が
解
消
さ
れ
た
。

「
高
野
山
を
訪
れ
る
方
は
年
配
客
も
多
く
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
不
可
欠
だ
っ
た
。
高
野

山
駅
を
発
着
す
る
グ
ル
ー
プ
会
社
の
高
野
山

内
路
線
バ
ス
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ノ
ン
ス
テ
ッ

プ
バ
ス
を
導
入
し
た
」
と
望
月
部
長
は
話
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
、
荷
物
の
多
い

外
国
人
観
光
客
に
も
喜
ば
れ
る
と
い
う
、
予

想
外
の
効
果
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

参
加
型
の
サ
イ
ト
で
情
報
発
信

関
西
圏
だ
け
で
は
な
く
関
東
圏
を
は
じ
め
、

全
国
か
ら
誘
客
す
る
に
は
、情
報
発
信
が
キ
ー

と
な
る
。
そ
こ
で
平
成
20
年
、
高
野
山
エ
リ

ア
の
情
報
を
発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
南

海
高
野
ほ
っ
と
・
ね
っ
と
」
を
開
設
し
た
。

高
野
山
の
観
光
情
報
を
中
心
に
、「
天
空
」
の

紹
介
や
動
画
、
各
駅
の
見
ど
こ
ろ
、
地
域
情

報
な
ど
を
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
風
景
写
真
な

ど
読
者
か
ら
の
投
稿
も
あ
り
、
参
加
型
の
サ

イ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
も
ち
ろ

ん
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
で
の
閲
覧
も
で
き
る
。

「
地
元
地
域
に
は
、
魅
力
的
な
観
光
資
源

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
以
前
か
ら
地
域
で
盛
り

上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
が
情
報
発
信
の
手
段

が
な
く
困
っ
て
い
た
。
こ
の
サ
イ
ト
は
、
地

域
の
情
報
を
大
々
的
に
打
ち
出
す
サ
イ
ト
と

し
て
作
り
込
ん
で
い
る
。
地
域
の
発
信
力
を

高
め
て
い
き
た
い
」
と
矢
野
課
長
は
意
欲
を

九度山駅の「九度山真田花壇」

高野山内を走る南海りんかんバスの
ハイブリッド・ノンステップバス



17 MINTETSU SUMMER 2010

語
る
。「
最
終
的
に
は
地
元
の
方
に
投
稿
い

た
だ
き
、
ブ
ロ
グ
の
よ
う
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

情
報
ま
で
発
信
す
る
仕
組
み
」
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
そ
う
だ
。

も
う
ひ
と
つ
、
東
京
で
「
高
野
山
文
化
」

を
発
信
し
よ
う
と
、
高
野
山
真
言
宗
総
本
山

金
剛
峯
寺
と
の
連
携
で
、
意
外
な
企
画
も
実

現
さ
せ
て
い
る
。
平
成
19
年
か
ら
期
間
限
定

で
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
高
野
山
カ
フ
ェ
」

だ
。
僧
侶
に
よ
る
写
経
や
瞑
想
の
直
接
指
導
、

声し
ょ
う
み
ょ
う

明
ラ
イ
ブ
、
精
進
料
理
講
座
な
ど
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
精
進
料
理
の
要
素

を
取
り
入
れ
た
ラ
ン
チ
や
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
。

高
野
山
を
〝
体
感
〟
し
て
も
ら
う
。
会
場
前

に
は
毎
回
、
入
場
待
ち
の
長
い
列
が
で
き
る

な
ど
、
話
題
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

「
宗
教
都
市
・
高
野
山
の
魅
力
を
若
い
人

に
も
知
っ
て
も
ら
い
、
若
い
人
に
門
戸
を
広

げ
た
い
。
そ
れ
は
当
社
に
と
っ
て
も
高
野
山

金
剛
峯
寺
や
地
域
に
と
っ
て
も
大
事
な
こ
と

だ
と
思
う
。
若
い
人
は
高
野
山
の
名
前
は

知
っ
て
い
て
も
行
っ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
人

が
多
い
。
同
じ
世
界
遺
産
で
も
、
京
都
や
奈

良
に
比
べ
て
高
野
山
は
ニ
ッ
チ
な
存
在
。
そ

う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
個
性
を
示
せ
る
よ

う
に
仕
掛
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
」（
望
月
部
長
）

若
い
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
が
、

そ
こ
で
体
験
す
る
も
の
は
本
物
に
こ
だ
わ
り
た

い
と
、
カ
フ
ェ
に
は
高
野
山
金
剛
峯
寺
か
ら

「
曼
荼
羅
」「
弘
法
大
師
掛
軸
」
を
移
送
、
展

示
し
た
。「
高
野
山
カ
フ
ェ
」
は
３
年
続
け

て
東
京
・
青
山
で
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は

新
た
な
発
信
地
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
９

月
頃
の
開
催
を
目
指
し
計
画
中
だ
。

新
開
発
の
名
産
品
を
ブ
ラ
ン
ド
化

最
後
に
「
こ
う
や
花
鉄
道
」
の
沿
線
地
域

で
進
め
ら
れ
て
い
る
新
た
な
特
産
品
づ
く
り

に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

古
来
、
高
野
山
に
入
山
す
る
に
は
、
町
石

道
な
ど
７
つ
の
参
詣
登
山

道
が
あ
り
、
ふ
も
と
に
あ

る
７
つ
の
入
り
口
を
ま
と

め
て
「
高
野
七
口
」
と
呼

ん
で
い
た
。
そ
れ
に
ち
な

ん
で
、
７
つ
の
ブ
ラ
ン
ド

（
ジ
ャ
ン
ル
）、「
高
野
七
口

ブ
ラ
ン
ド
」
を
作
ろ
う
と

い
う
計
画
だ
。

そ
の
一
口
目
の
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
「
高
野
ス
イ
ー

ツ
」
が
誕
生
し
て
い
る
。

橋
本
市
と
伊
都
郡
内
の
商
工
会
議
所
、
商

工
会
な
ど
で
構
成
す
る
伊
都
・
橋
本
産
業
創

造
セ
ン
タ
ー
が
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。
全
国

２
４
１
点
の
応
募
の
中
か
ら
地
域
の
特
産
品

で
あ
る
柿
や
ご
ま
豆
腐
、
梅
を
使
っ
た
入
賞

９
作
品
の
ア
イ
デ
ア
を
参
考
に
商
品
化
、
販

売
し
て
い
る
。

南
海
電
鉄
も
、
ホ
テ
ル
日
航
関
西
空
港
の

シ
ェ
フ
を
審
査
員
長
に
迎
え
た
審
査
会
の
開

催
や
、
高
野
山
大
師
教
会
で
の
受
賞
式
・
試

食
会
へ
の
参
加
な
ど
、
高
野
ス
イ
ー
ツ
誕
生

に
尽
力
し
た
。
今
後
は
、「
天
空
」と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
な
が
ら
販
売
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
な

ど
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
と
も
に
育
て

て
い
く
方
針
だ
。

「
沿
線
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
、
個
別

の
試
み
に
終
わ
ら
せ
ず
に
、
広
域
的
・
総
合

的
な
取
り
組
み
に
組
み
替
え
る
。〝
点
〟
で

は
な
い
〝
面
〟
の
努
力
が
〝
地
域
力
〟
に
つ

な
が
る
。
地
域
を
ま
と
め
、
か
つ
牽
引
す
る

役
割
は
、
駅
と
い
う
拠
点
を
持
ち
、
地
域
を

線
路
で
つ
な
ぐ
鉄
道
こ
そ
が
果
た
す
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
」

望
月
部
長
は
、
鉄
道
事
業
者
と
し
て
の
責

任
を
そ
う
語
る
。

そ
し
て
矢
野
課
長
は
、「
こ
う
や
花
鉄
道
」

の
最
終
的
な
目
標
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
の
物

語
を
つ
く
る
こ
と
だ
」
と
思
い
を
語
る
。

「
沿
線
地
域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
文

化
、
景
色
、
あ
る
い
は
特
産
品
な
ど
固
有
の

物
語
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
地
域
の
皆
さ
ま
と

そ
れ
ら
の
物
語
を
編
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〝
駅

の
物
語
〟
を
つ
く
る
、
電
車
が
物
語
を
つ
な

ぐ
―
―
〝
駅
の
物
語
〟
を
楽
し
む
旅
は
、
鉄

道
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
旅
だ
と
思
う
。
ま
た
、

そ
う
い
う
駅
が
あ
る
こ
と
を
、
沿
線
の
皆
さ

ま
に
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
駅
を
拠

点
に
地
域
の
文
化
や
特
色
を
発
信
す
る
、〝
道

の
駅
〟
な
ら
ぬ〝
域
の
駅
〟
を
目
指
し
て
い
る
」

高
野
山
と
そ
の
周
辺
地
域
が
活
性
化
に
向

け
て
動
き
出
し
た
今
、
高
野
山
と
周
辺
エ
リ

ア
の
鉄
道
は
、
地
域
を
結
ぶ
存
在
と
し
て
の

意
義
を
幾
重
に
も
高
め
て
い
る
。「
こ
う
や
花

鉄
道
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
５
年
後
の
高
野
山

開
創
１
２
０
０
年
記
念
大
法
会
の
時
期
に
、

ひ
と
つ
の
完
成
形
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の

頃
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
花
開
き
、

豊
か
な
実
り
の
時
期
を
迎
え
る
だ
ろ
う
。

駅名の由来である不動谷川に架かる極楽橋

新しい観光スポット・中古沢橋梁

　山岳区間を走る「こうや花鉄道」は最急勾
配 50‰の登山鉄道だ。同じように、観光地
が沿線にあり、かつ登山鉄道としての性格を
有している鉄道事業者が集い、平成 21 年９
月、「全国登山鉄道‰（パーミル）会」を結
成した。南海電鉄のほか、箱根登山鉄道、富
士急行、大井川鐵道、叡山電鉄、神戸電鉄が
参加。登山鉄道の魅力を発信し、それぞれの
沿線への旅行を呼びかけようと、共通のポス
ターやパンフレットを作成、共同キャンペー
ンを行うなどしてＰＲ活動を展開している。

「全国登山
鉄道‰会」を
結成
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高
野
山
で
の
、ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

人
々
が
こ
の
真
言
密
教
の
聖
地
に
足
を
運

び
続
け
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、

大
き
く
変
わ
っ
た
も
の
も
あ
る
。「
時
間
」だ
。

「
高
野
山
で
過
ご
さ
れ
る
時
間
が
短
い
。

宿
泊
を
伴
う
方
が
減
り
、
日
帰
り
の
方
が
多

く
な
っ
た
。
大
分
落
ち
着
い
た
が
、
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
当
初
は
、
高
野
山
だ
け
で

は
な
く
、
高
野
山
と
熊
野
・
白
浜
と
い
う
よ

う
に
、
何
カ
所
も
日
帰
り
で
回
る
よ
う
な
慌

た
だ
し
い
旅
行
客
も
多
か
っ
た
」

最
近
の
日
本
人
の
旅
行
は
、〝
行
っ
た
〟〝
見

た
〟
―
―
目
的
地
に
到
着
し
た
こ
と
で
す
べ

て
が
完
了
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら

な
い
。

「
観
光
と
い
う
言
葉
は
〝
光
を
観
る
〟
と

い
う
意
。
本
来
の
観
光
と
い
う
意
味
合
い
で

あ
れ
ば
、
高
野
山
も
観
光
地
で
構
わ
な
い
。

し
か
し
〝
見
物
〟
に
来
る
と
こ
ろ
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
―
―
〝
観
光
〟
と
〝
見
物
〟、
そ

こ
は
し
っ
か
り
分
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
る
」

高
野
山
の
魅
力
の
一
つ
に
、
夜
の
静
け
さ

や
朝
の
平
穏
な
ど
〝
非
日
常
の
時
間
〟
の
体

験
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
慌
た
だ
し
い
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
解
放
さ
れ
て
こ
そ
味
わ
え

る
も
の
だ
。
宿
坊
の
夜
の
食
事
は
だ
い
た
い

６
時
か
ら
で
、
そ
の
後
は
長
く
静
か
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
ゆ
っ
く
り
と
身
体

を
休
め
、
朝
早
く
起
床
す
る
。

「
し
か
し
、
数
十
年
前
ま
で
は
そ
れ
が
日

本
人
の
日
常
生
活
で
あ
り
、
時
間
の
使
い
方

だ
っ
た
。
忙
し
い
現
代
社
会
で
は
そ
ん
な
時

間
の
過
ご
し
方
が
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
高

野
山
で
な
ら
、そ
れ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

高
野
山
は
、
日
本
人
本
来
の
姿
に
回
帰
で
き

る
場
所
で
は
な
い
か
」

朝
の
勤
行
に
参
加
し
、
朝
の
時
間
を
有
意

義
に
過
ご
す
。

「
そ
の
場
所
に
実
際
に
身
を
置
く
こ
と
に

よ
っ
て
得
る
も
の
は
、
写
真
や
映
像
な
ど
で

得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
空
気
、
日

常
生
活
と
は
非
な
る
雰
囲
気
を
、
ゆ
っ
く
り

と
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

か
え
っ
て
、
外
国
人
観
光
客
の
方
が
高
野

山
で
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
味
わ
っ
て

い
る
と
も
思
う
。

世
界
遺
産
登
録
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
こ

の
５
年
間
、
毎
年
30
％
増
と
い
う
勢
い
で
外

国
人
観
光
客
が
足
を
運
ぶ
。
外
国
人
観
光
客

の
高
野
山
で
の
過
ご
し
方
を
見
て
、
日
本
人

の
観
光
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
。

「
外
国
の
方
々
は
、事
前
に
丹
念
な
下
調

べ
を
済
ま
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。
滞
在

で
き
る
範
囲
内
で
宿
泊
し
、
ゆ
っ
く
り
時
間

を
費
や
し
て
い
る
。
奥
之
院
な
ど
で
は
、
日

本
人
の
中
に
は
見
物
だ
け
に
な
っ
て
い
る
人

も
い
る
が
、
外
国
の
方
々
は
参
拝
す
る
。
神

聖
な
も
の
に
対
す
る
敬
意
が
根
づ
き
、
そ
う

観光から
参詣へ

平
成
27
年
、
開
創
１
２
０
０
年
を
迎
え
る
高
野
山
。

世
界
遺
産
登
録
以
降
は
、
海
外
で
の
評
価
も
高
ま
り
、

国
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

他
の
観
光
地
・
参
詣
地
に
は
な
い
、「
高
野
山
」
な
ら
で
は
の
魅
力
―
―

高
野
山
と
い
う
聖
地
の
魅
力
を
深
め
、
高
野
山
の
魅
力
を
伝
え
、

高
野
山
観
光
に
尽
力
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
高
野
山
に
心
を
寄
せ
る
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

文
◉
茶
木
　
環
　
撮
影
◉
織
本
知
之

REPORT II

そ
れ
ぞ
れ
の
、

高
野
山
。

高野山真言宗 総本山金剛峯寺
宗務総長公室　課長

薮　邦彦
Hogen YABU
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「
南
海
電
鉄
か
ら
企
画
を
提
案
さ
れ
た
時

は
、
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
の

が
正
直
な
思
い
だ
っ
た
。
し
か
し
〝
本
物
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
く
〟
と
い
う
こ
と
、
そ
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
非
常
に
魅
か
れ
る
も
の
が
あ
っ

た
。
仏
事
や
寺
院
に
関
心
は
あ
る
も
の
の
直

接
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
方
に
、
本
物
の
情

報
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

あ
る
い
は
、
若
い
世
代
の
中
に
は
自
分
の
家

が
ど
こ
の
宗
旨
か
分
か
ら
な
い
人
も
多
い
が
、

そ
う
し
た
方
々
に
自
分
の
家
の
宗
旨
が
何

だ
っ
た
の
か
、
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
も
、
や
る

価
値
は
あ
る
と
考
え
た
」

カ
フ
ェ
と
い
っ
て
も
、
単
な
る
飲
食
だ
け

で
は
な
く
、
高
野
山
の
僧
侶
た
ち
に
よ
る
写

経
や
瞑
想
の
体
験
指
導
、
精
進
料
理
の
講
義

も
行
っ
た
。

「
写
経
に
興
味
を
持
た
れ
る
方
が
非
常
に

多
い
こ
と
に
驚
い
た
。
ま
た
、
こ
う
い
う
機

会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多
か
っ

た
。
同
時
期
、
他
の
宗
旨
で
も
そ
れ
ま
で
に

な
い
試
み
を
行
っ
て
お
り
、
宗
教
や
そ
の
行

事
に
関
す
る
こ
と
が
若
い
世
代
に
も
少
し
伝

わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
」　

「
高
野
山
カ
フ
ェ
」
は
青
山
で
３
年
続
き
、

今
年
は
さ
ら
に
趣
向
を
凝
ら
し
実
施
す
る
予

定
だ
。

「
こ
れ
ま
で
年
配
者
が
多
か
っ
た
高
野
山
に

も
、
近
年
、
若
い
世
代
の
小
人
数
旅
行
の
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
将
来
的

に
は
高
野
山
独
自
で
も
、
本
物
を
知
り
、
体

験
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
、
首
都
圏
な
ど

で
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
」

一
方
で
、
高
野
山
の
観
光
が
促
進
さ
れ
る

と
、
聖
地
に
物
見
遊
山
の
見
物
客
が
押
し
寄

せ
る
と
懸
念
す
る
声
も
あ
り
、
さ
ら
に
寺
院

は
観
光
の
場
で
は
な
く
布
教
の
場
で
あ
る
と

い
う
批
判
も
耳
に
す
る
。

「
最
初
は
、
観
光
で
も
構
わ
な
い
。
そ
こ
で

何
か
心
に
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。
弘
法
大
師
の
偉
大
さ
や
高
野
山
が
守

り
続
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
が
布
教
の

第
一
歩
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
が
宗

祖
の
思
い
で
も
あ
る
か
と
思
う
。
若
干
な
り

と
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
こ

か
ら
発
展
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
」

高
野
山
の
周
知
活
動
は
必
要
で
あ
り
、
大

切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

「
南
海
電
鉄
は
、高
野
山
を
知
ら
し
め
よ
う
、

高
野
山
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
精
力
的
に
取

り
組
み
、
高
野
線
の
起
点
と
な
る
難
波
の
ま

ち
づ
く
り
も
活
発
に
進
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

メ
デ
ィ
ア
へ
の
掲
載
な
ど
Ｐ
Ｒ
活
動
も
こ
れ

ま
で
に
な
い
も
の
で
、
そ
う
し
た
活
動
に
よ
る

高
野
山
の
周
知
の
高
ま
り
も
出
て
き
て
い
る

と
思
う
」

高
野
山
は
ま
も
な
く
開
創
１
２
０
０
年
を

迎
え
る
。
現
在
、
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
天

保
14
（
１
８
４
３
）
年
に
焼
失
し
た
、
壇
上

伽
藍
の
中
門
の
再
建
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

昭
和
９
年
、
弘
法
大
師
御ご

に
ゅ
う
じ
ょ
う

入
定
１
１
０
０

年
御ご

お
ん
き

遠
忌
に
は
51
日
間
で
約
37
万
８
０
０
０

人
が
入
山
し
た
と
い
う
。

開
創
１
２
０
０
年
に
あ
た
る
平
成
27
年
４

月
２
日
か
ら
５
月
21
日
ま
で
の
50
日
間
に
は
、

大
法
会
が
毎
日
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

し
た
場
所
で
は
き
ち
ん
と
礼
を
尽
く
さ
れ
る
」

そ
う
し
た
外
国
人
観
光
客
は
、
京
都
や
奈

良
周
遊
の
流
れ
で
立
ち
寄
る
の
で
は
な
く
、

高
野
山
を
あ
え
て
選
ん
で
訪
れ
て
い
る
。

「
寺
社
自
体
は
京
都
や
奈
良
に
も
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
寺
社
の
敷
地
を
一
歩
出
る
と
ビ
ル

群
が
建
ち
並
び
、
日
常
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
高
野
山
は
山
上
に
、
寺
院
と
自
然

が
一
体
化
し
た
世
界
が
あ
る
。
そ
う
し
た
も

の
を
求
め
て
、
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ば
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

周
知
は
大
き
な
意
味
で
一
つ
の
布
教

平
成
19
年
、
高
野
山
真
言
宗
総
本
山
金
剛

峯
寺
は
南
海
電
鉄
と
と
も
に
、
東
京
・
青
山

に「
高
野
山
カ
フ
ェ
」を
出
店
し
た
。
青
山
で
、

あ
の
高
野
山
が
カ
フ
ェ
を
開
く
、
そ
の
意
外

性
が
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。

多くの人が訪れ高野山を体感した「高野山カフェ」
（写真提供：南海電気鉄道株式会社）

金剛峯寺は高野山真言宗の総本山で座主の住寺
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異
文
化
と
交
流
し
、

よ
り
よ
り
よ
い
方
向
へ

金
剛
峯
寺
の
高
野
山
大
師
教
会
内
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
高
野
山
異
文
化
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
）が
運
営
す
る「
高
野
山
ビ
ジ
タ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
る
。

各
種
外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
資
料
を
取
り

揃
え
、
外
国
人
観
光
客
に
高
野
山
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

松
山
代
表
は
、
学
生
の
頃
か
ら
異
文
化
理

解
、
国
際
交
流
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

英
会
話
講
師
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、「
半
分
、

趣
味
で
」、
高
野
山
の
勉
強
を
続
け
て
い
た
。

高
野
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
、ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
、
金
剛
峯
寺
の
前
で
外
国
人
観

光
客
と
大
学
生
の
や
り
と
り
を
耳
に
し
た
。

「
大
学
生
が
外
国
人
に
、
こ
こ
に
は
何
も
な

い
か
ら
帰
ろ
う
っ
て
言
っ
て
い
る
。
と
ん
で

も
な
い
。〝
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、素
晴
ら
し
い
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
か
ら
き
ち
ん
と
伝
え

て
〟
と
私
が
声
を
か
け
る
と
〝
自
分
は
分
か

ら
な
い
〟
と
言
う
」

大
学
生
に
代
わ
っ
て
説
明
し
、
案
内
し
た
。

「
高
野
山

を
外
国
人
に

説
明
で
き
る

人
が
い
な
い

状
況
だ
っ
た
。

高
野
山
を
訪
ね
て
く
れ
た
彼
ら
に
高
野
山
を

理
解
し
て
も
ら
う
に
は
、
迎
え
入
れ
る
側
に

も
〝
伝
え
る
〟
責
任
が
あ
る
の
に
」

有
志
を
募
り
、
高
野
山
が
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
翌
年
の
平
成
17
年
、
高
野
山
通
訳

ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
を
発
足
。
主
に
高
野
山
の
説

明
案
内
が
中
心
だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
活
動
内

容
を
広
げ
よ
う
と
20
年
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
格
を
取
得
、
改
編
し
た
。

「
案
内
で
回
っ
て
い
る
と
、
ガ
イ
ド
が
つ

い
て
い
な
い
外
国
人
観
光
客
か
ら
〝
こ
れ
は

何
？
〟〝
こ
れ
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
？
〟

と
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
受
け
る
。
歴
史
や
文

化
、
行
事
や
伝
統
―
―
高
野
山
の
情
報
を
提

供
す
る
場
が
望
ま
れ
て
い
る
と
感

じ
た
」

高
野
山
の
歴
史
・
文
化
を
外

国
人
に
伝
え
る
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
の
活
動

は
、
布
教
活
動
に
も
通
じ
る
と
し

て
、
高
野
山
大
師
教
会
の
一
室
を

使
わ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
高
野
山
の
観
光
や
道
案
内
、

交
通
手
段
の
利
用
方
法
な
ど
、
外

国
人
観
光
客
の
た
め
の
情
報
セ
ン

タ
ー
と
し
て
活
動
。
主
に
英
語
で
対
応
し
て

い
る
。ま
た
、宗
教
に
関
す
る
質
疑
応
答
に
は
、

僧
侶
の
通
訳
も
務
め
る
。

「
外
国
人
観
光
客
は
、
山
内
を
歩
き
、
ゆ
っ

く
り
見
て
回

る
。
高
野
山

観
光
の
醍
醐

味
を
味
わ
い
、

高
野
山
本
来

の
滞
在
型
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
る
」

仏
教
を
哲
学
と
し
て
と
ら
え
、
事
前
に
勉

強
を
し
て
く
る
人
が
多
い
こ
と
も
特
徴
だ
。

「
山
門
の
装
飾
や
梁
の
構
造
ま
で
、
隅
々

ま
で
じ
っ
く
り
観
賞
し
て
い
る
。
海
外
の
方
々

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
方
が
日
本

の
文
化
の
奥
深
さ
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た

り
、
教
わ
る
こ
と
も
多
い
」

課
題
は
、
宗
教
と
観
光
と
の
兼
ね
合
い
だ
。

漢
字
が
読
め
な
い
外
国
人
観
光
客
は
、
言
葉

を
〝
音
〟
で
判
断
す
る
し
か
な
い
。
寺
院
の

名
前
な
ど
、
似
た
響
き
の
言
葉
は
た
く
さ
ん

あ
る
。
地
図
を
片
手
に
苦
労
し
て
い
る
姿
も

よ
く
見
か
け
る
。

「
日
本
の
観
光
地
は
ど
こ
も
外
国
語
表
記

を
進
め
て
い
る
。
で
も
高
野
山
は
〝
一
山
境

内
地
〟
の
考
え
に
基
づ
き
、
町
全
体
の
調
和

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
道
案
内
の
看
板
ひ

と
つ
に
も
配
慮
し
、
町
全
体
と
し
て
の
魅
力

を
損
な
わ
な
い
工
夫
が
大
切
」

い
く
ら
外
国
人
が
増
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、

僧
侶
が
英
語
で
法
会
を
行
う
必
要
は
な
い
。

古
式
に
則
る
こ
と
は
崩
せ
な
い
砦
だ
。
そ
う
、

考
え
て
い
る
。
正
し
い
知
識
に
基
づ
き
説
明

す
れ
ば
、
異
な
る
文
化
の
そ
の
伝
統
に
対
し
、

敬
意
を
示
し
て
く
れ
る
。

「
訪
れ
る
人
や
時
代
の
流
れ
に
迎
合
す
る
の

で
は
な
く
、自
分
た
ち
の
軸
を
し
っ
か
り
持
っ

て
、
高
野
山
の
文
化
・
基
準
を
理
解
し
て
も

ら
う
努
力
や
、
誠
心
誠
意
お
も
て
な
し
を
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
外
国
人
の
代
弁

者
に
な
る
つ
も
り
は
な
い
。
け
れ
ど
も
不
便
な

点
は
、
改
善
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。
組

織
の
名
前
の
よ
う
に
異
文
化
を
持
つ
も
の
が

交
流
し
、
訪
れ
た
人
も
迎
え
る
方
も
一
期
一

会
に
感
謝
し
、
共
に
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
環

境
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

出会った外国人観光客に気さくに声をかける

高野山異文化交流ネットワーク：http://www.koyasan-ccn.com

ＮＰＯ法人
高野山異文化交流ネットワーク
代表

松山典子
Noriko MATSUYAMA

異
文
化
交
流
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高
野
山
観
光
に
つ
な
が
る

地
域
づ
く
り
を

伊
都
地
方
と
は
橋
本
市
、
高
野
町
、
九
度

山
町
、
か
つ
ら
ぎ
町
の
１
市
３
町
を
指
す
。

高
野
山
と
そ
の
ふ
も
と
の
地
域
だ
。
古
来
、

京
都
や
熊
野
、
奈
良
、
大
阪
方
面
か
ら
続
く

高
野
街
道
に
は
、
高
野
山
に
入
山
す
る
七
つ

の
参
詣
登
山
道
が
開
け
、「
高
野
七
口
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
。ふ
も
と
に
は
、高
野
詣
で
の
人
々

が
遠
路
の
疲
れ
を
癒
し
身
体
を
清
め
る
宿
場

や
茶
屋
が
軒
を
並
べ
て
い
た
。

「
ふ
も
と
の
町
は
、
高
野
詣
で
を
支
え
発
達

し
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
も
て
な
し

の
心
は
今
も
息
づ
い
て
お
り
、
高
野
山
観
光

に
つ
な
が
る
現
代
の
〝
高
野
七
口
〟
を
目
指

し
て
、
地
域
の
歴
史
や
自
然
、
生
活
文
化
に

も
と
づ
い
た
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
が
つ
く
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
」

伊
都
地
方
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
な

ど
で
構
成
す
る
伊
都
・
橋
本
産
業
創
造
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
行
政
、
南
海
電
鉄
の

協
力
も
得
て
、
高
野
七
口
に
ち
な
ん
だ
7
ブ

ラ
ン
ド
（
ジ
ャ
ン
ル
）
の
名
産
品
「
高
野
七

口
ブ
ラ
ン
ド
」
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、誕
生
し
て
い
る
の
は
「
高
野
ス
イ
ー

ツ
」。〝
柿
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
〟〝
梅
ま
き
柿
〟

な
ど
９
点
を
商
品
化
。
昨
年
の
春
か
ら
産
業

創
造
セ
ン
タ
ー
や
地
域
内
の
菓
子
店
で
販
売

し
て
お
り
、
南
海
高
野
線
の
「
天
空
」
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
や
橋
本
駅
・
極
楽
橋
駅
で
の
販

売
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

「
伊
都
地
方
は
特
産
品
が
多
い
。
生
産
量

日
本
一
の
柿
を
筆
頭
に
、
ミ
カ
ン
や
ブ
ド
ウ
・

桃
な
ど
の
フ
ル
ー
ツ
に
卵
。
知
る
人
ぞ
知
る

も
の
で
は
全
国
シ
ェ
ア
の
90
％
を
占
め
る
手

づ
く
り
の
ヘ
ラ
竿
が
あ
り
、
パ
イ
ル
織
物
も
あ

る
。
高
野
ス
イ
ー
ツ
に
続
く
二
つ
目
、
三
つ

目
の
七
口
ブ
ラ
ン
ド
の
早
々
の
立
ち
上
げ
が

望
ま
れ
る
」

ブ
ラ
ン
ド
品
の
開
発
だ
け
で
は
な
く
、
高

野
山
へ
の
旅
の
行
き
帰
り
に
途
中
下
車
し
、

ふ
も
と
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、
地
域

内
で
は
〝
お
も
て
な
し
〟
の
ま
ち
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
九
度
山
町
。
真
田
幸
村
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
同
町
で
は
、
住
民
、
行
政
と
南

海
電
鉄
が
協
働
で
町
並
み
を
整
備
し
、
語
り

部
の
養
成
、
紀
州
真
田
そ
ば
の
開
発
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
昨
年
か
ら
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月

５
日
ま
で
の
期
間
、
端
午
の
節
句
に
ち
な
ん

だ
「
町
家
の
人
形
め
ぐ
り
」
を
開
催
。
住
民

自
ら
の
企
画
に
よ
る
も
の
で
、
ま
ち
な
か
の

民
家
や
商
店
な
ど
68
カ
所
（
平
成
22
年
）
に
、

手
持
ち
の
五
月
人
形
や
鎧
兜
、
雛
人
形
な
ど

を
展
示
し
て
い
る
。
観
光
客
に
人
形
め
ぐ
り

と
地
元
住
民
と
の
談
笑
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
い
う
催
し
だ
。

「〝
町
家
の
人
形
め
ぐ
り
〟
は
、
駅
か
ら
出

発
し
、
ま
ち
な
か
を
ぐ
る
っ
と
一
周
し
て
駅

に
戻
る
。
一
つ
の
い
い
成
功
モ
デ
ル
に
な
っ

た
と
思
う
。
高
野
線
の
橋
本
か
ら
極
楽
橋
ま

で
10
の
駅
が
あ
る
が
、
駅
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
他
所
か
ら
人
が
来
て
く
れ
る
と
い
う

こ
と
。
こ
れ
は
地
域
に
と
っ
て
非
常
に
有
利

な
こ
と
で
、
鉄
道
と
駅
は
地
域
の
大
き
な
財

産
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
南
海
電
鉄
は
と
て
も

協
力
的
で
、〝
こ
う
や
花
鉄
道
〟
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
で
き

る
。
観
光
も
含
め
て
、
今
後
も
駅
を
活
か
し

た
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」

こ
の
地
域
の
取
り
組
み
の
大
き
な
特
徴

は
、
住
民
が
自
ら
発
案
し
、
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う
。
大
勢
の

人
に
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
も
て
な
し
の

心
、
町
の
誇
り
が
熱
意
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
商
業
者
や
住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
は
、
地
域
の
活
性
化
に
効
果
を
も
た
ら
す

だ
け
で
は
な
く
、人
々
の
生
き
が
い
に
も
な
る
。

〝
ウ
ェ
ル
ネ
ス
〟
と
は
心
も
身
体
も
健
康
で
生

き
生
き
と
し
た
生
活
を
す
る
こ
と
だ
が
、
こ

れ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
観
光
・
生
き
が
い
・
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
供
す
る
地
域
に
し
て
い
き

た
い
」

「高野スイーツ」を紹介する
地域振興部企画産業課の深江久美子主事

名産の柿を使った
あんぽ柿や
ジャムなど

和歌山県伊都振興局
地域振興部　部長

古田雅昭
Masaaki FURUTA

ふ
も
と
の
活
性
化
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環
境
保
護
意
識
の
高
ま
り
、
大
規
模
公
共
事
業

に
よ
る
雇
用
創
出
へ
の
期
待
を
背
景
に
、
米
国
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
高
速
鉄
道
建
設
計
画
が
動
き

出
し
た
。
２
０
０
８
年
11
月
４
日
の
州
民
投
票

で
建
設
費
向
け
の
州
債
発
行
を
認
め
る
提
案
が
通

過
、
連
邦
政
府
の
予
算
も
付
い
た
︱
︱
だ
が
こ
こ

へ
き
て
、
長
引
く
景
気
低
迷
を
背
景
に
計
画
の
先

行
き
に
不
透
明
感
も
漂
い
始
め
て
い
る
よ
う
だ
。

２
０
２
０
年
開
業
の

高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
高
速
鉄
道
局
（
Ｃ
Ｈ
Ｓ

Ｒ
Ａ
）
が
09
年
12
月
に
州
議
会
に
提
出
し
た
事

業
計
画
に
よ
る
と
、
高
速
鉄
道
は
12
年
に
着
工
。

当
初
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
／
ア
ナ
ハ
イ
ム
か
ら
州
中
央

部
の
ベ
ー
カ
ー
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
フ
レ
ズ
ノ
を
経

由
し
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ま
で
を
結
ぶ
区
間
で
20

年
ま
で
に
運
行
を
開
始
、
約
５
０
０
マ
イ
ル
（
約

８
０
０
キ
ロ
）の
距
離
を
時
速
２
２
０
マ
イ
ル（
約

３
５
０
キ
ロ
）
で
走
行
し
、２
時
間
40
分
で
結
ぶ
。

Ｃ
Ｈ
Ｓ
Ｒ
Ａ
が
主
要
都
市
間
の
移
動
に
要
す
る

「
ド
ア
・
ト
ゥ
・
ド
ア
」
の
時
間
を
高
速
鉄
道
と

他
の
交
通
手
段
で
試
算
、
比
較
し
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

－

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
以

下
Ｌ
Ａ

－

Ｓ
Ｆ
）間
は
自
動
車
で
は
７
時
間
36
分
、

高
速
鉄
道
で
は
３
時
間
半
。
飛
行
機
は
乗
っ
て
い

る
時
間
は
１
時
間
20
分
と
短
い
が
、
例
え
ば
自
宅

か
ら
空
港
ま
で
、
空
港
か
ら
目
的
地
ま
で
の
時
間

を
加
味
す
る
と
３
時
間
26
分
と
高
速
鉄
道
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
ず
、
多
く
の
乗
客
を
安
全
に
運
べ
る

鉄
道
の
優
位
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
予
想
乗
客
数

で
は
、
運
賃
を
航
空
運
賃
の
50
～
83
％
に
設
定
し

た
場
合
を
想
定
し
、
20
年
の
開
業
年
に
１
５
０
０

CaliforniaCaliforniaCalifornia

カリフォルニア州が計画している高速鉄道のイメージ図（提供：ＣＨＳＲＡ）

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

高
速
鉄
道

高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
実
現
か
、

計
画
見
直
し
か
。

世
界
で
最
も
自
動
車
が
多
く
、
最
も
緻
密
に
航
空
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
米
国
。

米
国
で
旅
客
鉄
道
の
存
在
感
は
薄
い
。
鉄
道
と
言
え
ば
大
体
が「
貨
物
鉄
道
」を
指
す
ほ
ど
だ
。

そ
ん
な
ク
ル
マ
大
国
で
初
の
「
高
速
鉄
道
建
設
計
画
」
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
た
の
は
、

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
が
第
44
代
米
国
大
統
領
に
選
ば
れ
た
２
０
０
８
年
11
月
４
日
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
州
民
投
票
で
、
州
高
速
鉄
道
建
設
費
に
あ
て
る

州
債
発
行
が
認
め
ら
れ
た
の
だ
。

そ
れ
か
ら
、
お
よ
そ
21
カ
月
が
経
過
し
た
。

「
高
速
鉄
道
建
設
計
画
」
は
ど
れ
ぐ
ら
い
進
展
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

最
新
の
動
き
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

文
・
写
真
◉
小
泉
秀
夫
︵
時
事
通
信
社
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
支
局
︶



23 MINTETSU SUMMER 2010

～
２
０
０
０
万
人
、
35
年
に
は

４
１
０
０
～
５
８
０
０
万
人
と

見
通
し
て
い
る
。

Ｌ
Ａ

－
Ｓ
Ｆ
間
の
運
行
開

始
後
、
路
線
は
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
、

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
ま
で
延
長
し
、

総
延
長
は
１
１
０
０
キ
ロ
以
上

に
な
る
。
建
設
に
伴
う
雇
用
創

出
効
果
は
、
設
計
、
建
設
、
資

材
販
売
な
ど
60
万
人
に
達
す
る

と
み
ら
れ
て
い
る
。
線
路
は
大

部
分
の
区
間
で
専
用
の
線
路
を

敷
設
す
る
が
、
一
部
区
間
は
在

来
の
旅
客
路
線
と
共
用
す
る
計

画
だ
。

08
年
11
月
４
日
の
米
大
統

領
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
た

住
民
投
票
で
は
、
52
・
７
％

の
賛
成
で
建
設
費
に
あ
て
る
州

債
99
億
５
０
０
０
万
ド
ル
の
発

行
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
今

年
１
月
に
は
オ
バ
マ
大
統
領
が

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
他
、
フ
ロ

リ
ダ
州
、
イ
リ
ノ
イ
州
な
ど
全

米
13
の
路
線
で
高
速
鉄
道
を

建
設
す
る
計
画
を
発
表
、
景

気
対
策
法
に
基
づ
く
連
邦
政

府
予
算
80
億
ド
ル
を
投
じ
る
と

表
明
し
た
。
こ
の
う
ち
、
Ｌ
Ａ

－

Ｓ
Ｆ
間
の
建
設
に
は
最
大

22
億
５
０
０
０
万
ド
ル
が
配
分

さ
れ
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
高
速
鉄

道
の
予
想
総
事
業
費
は
４
２

６
億
ド
ル
で
、
内
訳
は
州
債
に
よ
る
90
億
ド
ル
に

加
え
連
邦
政
府
か
ら
１
７
０
～
１
９
０
億
ド
ル
、

民
間
投
資
資
金
１
０
０
～
１
２
０
億
ド
ル
、
地
域

で
の
調
達
が
40
～
50
億
ド
ル
と
な
っ
て
お
り
、
将

来
の
イ
ン
フ
レ
な
ど
を
見
込
ん
だ
結
果
、
住
民
投

票
時
の
予
測（
３
２
０
億
ド
ル
）を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。

環
境
保
護
意
識
の
高
ま
り
が
後
押
し

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
最
初
に
高
速
鉄
道
が
計

画
さ
れ
た
の
は
、
１
９
８
１
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。

イ
ラ
ン
革
命
、
米
大
使
館
で
の
人
質
事
件
な
ど
中

東
情
勢
へ
の
不
安
か
ら
原
油
価
格
が
高
騰
、
ハ
イ

ウ
ェ
ー
の
混
雑
悪
化
も
あ
っ
て
公
共
交
通
機
関
導

入
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
州
は
民
営
化
前
の
日
本

の
国
鉄
と
提
携
し
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

－

サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
間
に
高
速
鉄
道
を
建
設
す
る
計
画
を
策
定
し

た
。
し
か
し
結
局
、
計
画
は
頓
挫
す
る
。

こ
の
背
景
と
し
て
Ｃ
Ｈ
Ｓ
Ｒ
Ａ
関
係
者
は
、
財

源
確
保
が
厳
し
く
民
間
投
資
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
当
時
世
界
で
運
行
し

て
い
た
高
速
鉄
道
は
日
本
の
新
幹
線
だ
け
で
、
そ

の
便
利
さ
、
快
適
さ
を
体
験
し
た
人
が
少
な
か
っ

た
こ
と
も
自
動
車
社
会
全
盛
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
鉄
道
が
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
要
因
だ
。

こ
れ
に
対
し
新
し
い
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

既
に
州
、
連
邦
政
府
の
予
算
が
確
保
さ
れ
、「
金
融

機
関
な
ど
民
間
投
資
家
の
関
心
も
高
い
」（
Ｃ
Ｈ
Ｓ

Ｒ
Ａ
関
係
者
）。
こ
こ
10
数
年
の
間
に
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
な
ど
の
欧
州
諸
国
や
中
国
な
ど
日
本
以
外

で
も
高
速
鉄
道
導
入
が
進
み
、
実
際
に
乗
車
し
た

こ
と
が
あ
る
米
国
民
も
増
え
た
。
そ
の
後
、
96
年

の
Ｃ
Ｈ
Ｓ
Ｒ
Ａ
発
足
を
経
て
鉄
道
導
入
へ
の
機

❶

スペイン風建築のロサンゼルス・ユニオン駅舎と駅構内

米国で唯一全国展開している政府出費の旅客鉄道会社「アムトラック」
アナハイム駅を出発するアムトラックの列車

ロサンゼルスのハイウェーは激しい渋滞で有名
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運
は
再
び
盛
り
上
が
る
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
財
政
悪
化
を
背
景
に
州
債
発
行
の
め
ど
が
立
た

ず
、「
変
革
」
を
旗
印
に
当
選
し
た
オ
バ
マ
大
統
領

誕
生
の
勢
い
を
借
り
て
よ
う
や
く
、
住
民
投
票
成

立
に
至
っ
た
。

公
共
交
通
機
関
が
未
発
達
な
州
民
の
主
要
な
移

動
手
段
は
自
動
車
だ
が
、
ハ
イ
ウ
ェ
ー
は
既
に
飽

和
状
態
で
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
地
域
の
渋
滞
は
全
米

で
も
最
悪
の
部
類
に
入
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
満

も
頂
点
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
は
１
州
だ
け
で
世
界
で
12
番
目
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
源
に
な
っ
て
お
り
、
州
大
都
市
部
で
の
交

通
混
雑
に
よ
る
燃
料
、
時
間
の
無
駄
は
金
額
に
し

て
毎
年
２
０
０
億
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
と
の
統
計

も
あ
る
。

そ
こ
で
、
環
境
保
護
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
少
な
い
鉄
道
が
改
め
て
見

直
さ
れ
た
。
州
は
環
境
対
策
に
熱
心
な
シ
ュ
ワ
ル

ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
知
事
の
主
導
に
よ
り
06
年
、
20
年

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
25
％
削
減
す
る

目
標
を
義
務
付
け
る
法
律
を
制
定
し
て
い
る
が
、

Ｃ
Ｈ
Ｓ
Ｒ
Ａ
に
よ
る
と
、
高
速
鉄
道
導
入
で
排
出

を
年
間
５
４
０
０
万
ト
ン
削
減
で
き
、
こ
れ
は
毎

年
自
動
車
を
１
０
０
万
台
減
ら
す
の
と
同
じ
効
果

が
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
深
刻
な
景
気
低
迷
は
大
規
模
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
雇
用
創
出
へ
の
期
待
を
高
め
て

お
り
、ク
リ
ン
ト
ン
政
権
で
商
務
長
官
、ジ
ョ
ー
ジ・

Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
で
運
輸
長
官
を
務
め
た
ノ
ー

マ
ン
・
ミ
ネ
タ
氏
は
今
年
５
月
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で

開
か
れ
た
会
議
で
、「
全
米
で
鉄
道
を
求
め
る
声
は

確
実
に
強
ま
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。
環
境
保
護
、

雇
用
創
出
に
力
を
入
れ
る
オ
バ
マ
大
統
領
の
誕
生

で
高
速
鉄
道
計
画
は
実
現
に
向
け
動
き
始
め
た
。

米
国
鉄
道
市
場
に

日
本
企
業
も
名
乗
り

高
速
鉄
道
シ
ス
テ
ム
の

選
定
に
当
た
り
、
Ｃ
Ｈ
Ｓ

Ｒ
Ａ
は
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス

ペ
イ
ン
、
韓
国
、
中
国
の

企
業
ら
と
の
間
で
技
術
協

力
な
ど
に
関
す
る
覚
書
を

結
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら「
先

進
諸
国
」
の
中
か
ら
、
州

の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
車

両
や
機
器
、
シ
ス
テ
ム
を

選
定
す
る
予
定
だ
。
具
体

的
な
導
入
方
式
な
ど
に
つ

い
て
Ｃ
Ｈ
Ｓ
Ｒ
Ａ
は
「
現

時
点
で
は
未
定
」
と
し
て

い
る
が
、
欧
州
諸
国
や
中
国
は
州
、
Ｃ
Ｈ
Ｓ
Ｒ

Ａ
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
て
い
る
と
さ
れ
、
受
注

競
争
は
既
に
始
ま
っ
て
い
る
と
見
る
関
係
者
が
多

い
。カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
高
速
鉄
道
に
は
、
日
本
政
府

や
Ｊ
Ｒ
も
も
ち
ろ
ん
高
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。

東
海
道
新
幹
線
を
運
行
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、

葛
西
敬
之
会
長
が
オ
バ
マ
政
権
誕
生
後
間
も
な
い

09
年
１
月
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
か
れ
た
環
境
問

題
に
関
す
る
会
議
に
出
席
し
、「
安
全
性
、
効
率
性

の
点
で
新
幹
線
が
最
適
」
と
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
ト
ッ
プ
が
州
を
訪
れ
た
の
は

初
め
て
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
受
注
へ
の
意
気
込
み

を
示
し
た
形
だ
。会
議
の
分
科
会
で
葛
西
会
長
は
、

欧
州
諸
国
の
高
速
鉄
道
と
比
べ
た
新
幹
線
の
優
位

性
を
強
調
し
て
出
席
者
の
喝
采
を
浴
び
、「
好
意
的

に
受
け
止
め
て
く
れ
た
」
と
、
手
応
え
を
感
じ
た

様
子
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
周
辺
な
ど
の
沿
線
自

治
体
で
、
専
用
線
路
や
駅
舎
の
建
設
が
困
難
だ
と

し
て
在
来
の
通
勤
路
線
と
線
路
の
共
有
を
求
め
る

声
が
強
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
路

線
は
山
形
新
幹
線
な
ど
で
在
来
線
軌
道
で
の
運
行

に
実
績
を
持
つ
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
担
当
し
、
東
海
は

フ
ロ
リ
ダ
や
テ
キ
サ
ス
で
受
注
を
目
指
す
と
い
う
役

割
分
担
が
な
さ
れ
た
。
今
年
５
月
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

で
開
か
れ
た
会
議
に
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
小
縣
方

樹
副
社
長
が
出
席
し
、「
異
な
る
路
線
の
鉄
道
を
連

結
し
て
運
行
で
き
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
シ
ス
テ
ム
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
合
っ
て
い

る
」
と
ア
ピ
ー
ル
。
ま
た
、「
２
階
建
て
車
両
を
保

有
し
て
い
る
の
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
だ
け
」
と
、
多
数

の
乗
客
を
輸
送
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
た
。

各
国
・
企
業
の
受
注
競
争
が
本
格
化

開
業
に
向
け
Ｃ
Ｈ
Ｓ
Ｒ
Ａ
は
現
在
、
高
速
鉄
道

の
建
設
が
環
境
に
与
え
る
影
響
の
評
価
（
Ｅ
Ｉ
Ｒ

／
Ｅ
Ｉ
Ｓ
）
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
作
業
に

今
後
1
～
２
年
を
要
す
る
見
通
し
。
そ
の
後
11
年

９
月
～
12
年
10
月
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
州
・
連
邦
政

府
の
承
認
を
得
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

－

サ
ン
ノ
ゼ

間
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

－

ア
ナ
ハ
イ
ム
間
、
フ
レ
ズ
ノ

－

ベ
ー
カ
ー
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
間
な
ど
の
フ
ェ
ー
ズ

１
区
間
の
着
工
に
こ
ぎ
着
け
た
い
考
え
だ
。

こ
の
間
に
高
速
鉄
道
の
具
体
的
な
方
式
、
受
注

業
者
を
選
定
す
る
運
び
と
な
る
。
Ｃ
Ｈ
Ｓ
Ｒ
Ａ
は

方
式
か
ら
車
両
製
造
、
運
行
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
一
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括
し
て
発
注
す
る
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
方
式
」
を
希
望

し
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
る
が
、「
現
段
階
で
は
白

紙
状
態
」（
Ｃ
Ｈ
Ｓ
Ｒ
Ａ
） 

で
、
各
国
、
企
業
に
よ

る
受
注
競
争
は
こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
見
通
し
だ
。

た
だ
、
10
年
６
月
１
日
付
で
Ｃ
Ｈ
Ｓ
Ｒ
Ａ
ト
ッ

プ
に
フ
ラ
ン
ス
の
総
合
鉄
道
関
連
メ
ー
カ
ー
大
手

で
、
フ
ラ
ン
ス
版
新
幹
線
Ｔ
Ｇ
Ｖ
で
知
ら
れ
る
ア

ル
ス
ト
ム
の
前
社
長
、
ル
ロ
フ
・
ヴ
ァ
ン
・
ア
ー

ク
（Roelof

・van

・Ark

）
氏
が
就
任
し
た
こ

と
で
、
車
両
や
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
受
注
で
は
フ
ラ
ン

ス
を
中
心
に
欧
州
企
業
が
が
然
有
利
に
な
っ
た
と

の
見
方
が
強
ま
っ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
・
ア
ー
ク
氏

は
ア
ル
ス
ト
ム
以
外
に
も
、
ド
イ
ツ
の
重
電
大
手

シ
ー
メ
ン
ス
の
社
長
も
歴
任
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｈ
Ｓ
Ｒ
Ａ
は
「
ヴ
ァ
ン
・
ア
ー
ク
氏
は
い
ろ

い
ろ
な
鉄
道
シ
ス
テ
ム
を
熟
知
し
て
い
る
が
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
方
式
な
ど
を
決
め
る
の
は
Ｃ
Ｈ

Ｓ
Ｒ
Ａ
の
９
人
の
理
事
」
と
し
て
、
欧
州
方
式
に

傾
斜
し
て
い
る
と
の
見
方
を
否
定
す
る
。
日
本
勢

も
「
ト
ッ
プ
が
欧
州
出
身
だ
け
に
、
逆
に
日
本
な

ど
他
国
に
も
フ
ェ
ア
な
決
定
を
し
て
く
れ
る
の
で

は
」（
小
縣
Ｊ
Ｒ
東
日
本
副
社
長
）
と
、
欧
州
勢
を

優
遇
し
な
い
よ
う
ク
ギ
を
刺
す
。
し
か
し
、
フ
ロ

リ
ダ
州
な
ど
の
高
速
鉄
道
計
画
に
も
積
極
的
に
名

乗
り
を
上
げ
て
い
る
欧
州
勢
だ
け
に
、
ヴ
ァ
ン
・

ア
ー
ク
氏
の
就
任
は
願
っ
て
も
な
い
好
条
件
だ
。

一
方
、
新
幹
線
を
売
り
込
み
た
い
日
本
側
の
Ｊ

Ｒ
だ
が
、
欧
州
勢
と
比
べ
る
と
出
遅
れ
の
感
は
否

め
な
い
。
新
幹
線
売
り
込
み
の
た
め
４
月
に
ワ
シ

ン
ト
ン
を
訪
れ
た
前
原
誠
司
国
土
交
通
相
は
、
欧

州
勢
の
先
行
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
日
米
の
同

盟
関
係
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
、
日
本
が
（
契
約
を
）

取
れ
る
と
の
甘
い
期
待
を
持
つ
の
は
よ
く
な
い
」

と
危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

高
速
鉄
道
が
存
在
し
な
か
っ
た
米
国
で
は
、
時

速
１
５
０
マ
イ
ル
（
約
２
４
０
キ
ロ
）
以
上
で
の

走
行
の
安
全
基
準
が
年
内
に
も
策
定
さ
れ
る
。
こ

の
基
準
が
、
在
来
線
を
利
用
す
る
欧
州
高
速
鉄
道

の
基
準
を
基
に
作
ら
れ
れ
ば
、
専
用
線
で
の
走
行

を
基
本
と
す
る
日
本
の
新
幹
線
に
勝
ち
目
は
な
く

な
る
恐
れ
も
あ
る
。

日
本
政
府
は
４
月
に
、国
際
協
力
銀
行（
Ｊ
Ｂ
Ｉ

Ｃ
）
の
先
進
国
向
け
投
融
資
業
務
に
都
市
間
高
速

鉄
道
事
業
を
加
え
る
法
改
正
を
行
い
、ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
で
の
会
議
で
も
在
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
総
領
事
が
資
金

面
か
ら
の
政
府
の
支
援
体
制
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
が
、

会
場
の
日
本
関
係
者
か
ら
は「
政
府
は
も
っ
と
強
く

プ
ッ
シ
ュ
し
て
ほ
し
い
」と
、官
民
挙
げ
て
の
米
政
府

な
ど
へ
の
働
き
か
け
強
化
を
求
め
る
声
が
聞
か
れ
た
。

受
注
に
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
を
示
す
中
国

こ
こ
へ
き
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
高
速
鉄
道
の

受
注
に
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
を
示
し
て
い
る
の
が
中

国
。
昨
年
末
、
湖
北
省
武
漢
と
広
東
省
の
広
州
約

１
０
０
０
キ
ロ
を
約
３
時
間
で
結
ぶ
高
速
鉄
道
を

開
業
さ
せ
た
中
国
は
、
鉄
道
事
業
に
自
信
を
深
め

て
お
り
、
輸
出
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
既
に
ト

ル
コ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
で
鉄

道
事
業
を
受
注
、
着
工
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
米

国
へ
の
輸
出
に
も
積
極
的
だ
。

中
国
は
機
関
車
や
シ
ス
テ
ム
の
製
造
パ
ー
ト

ナ
ー
に
米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
Ｇ
Ｅ
）

社
を
選
定
し
、
米
国
で
の
受
注
を
目
指
す
方
針

と
伝
え
ら
れ
る
。
Ｇ
Ｅ
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
で

は
実
績
が
あ
る
も
の
の
、
高
速
鉄
道
で
要
求
さ
れ

る
電
気
機
関
車
の
分
野
で
は
未
知
数
。
だ
が
、
世

界
最
大
の
外
貨
保
有
を
誇
る
中
国
は
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
高
速
鉄
道
の
技
術
、

機
器
、
技
術
者
に
加
え
、
建
設
資
金
の
提
供
も
申

し
出
て
い
る
と
さ
れ
、
２
０
０
億
ド
ル
を
超
え
る

巨
額
の
財
政
赤
字
に
あ
え
ぐ
州
政
府
に
と
っ
て
は

魅
力
的
な
オ
フ
ァ
ー
だ
。
米
紙
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・

タ
イ
ム
ズ
に
よ
る
と
、
中
国
鉄
道
省
幹
部
が
北
京

と
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を
頻
繁
に
行
き
来
し
て
交
渉
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
11
月
で
任
期
が
切
れ
る
シ
ュ

ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
知
事
も
訪
中
の
機
会
を
う
か

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
中
国
に
対
し
て
は
他
の
産
業
同
様
、

技
術
の
盗
用
と
の
批
判
が
付
い
て
回
る
。
Ｊ
Ｒ
東

海
の
葛
西
会
長
は
４
月
に
英
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

タ
イ
ム
ズ
紙
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
中
国
と
日

本
の
考
え
方
の
違
い
を
指
摘
し
た
上
で
、
安
全
性

を
損
な
っ
て
い
る
と
批
判
し
た
。

も
と
も
と
中
国
の
高
速
鉄
道
は
日
本
や
欧
州
の

技
術
を
基
に
作
ら
れ
て
お
り
、
欧
州
鉄
道
会
社
に

も
こ
う
し
た
批
判
は
強
い
と
い
う
。
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
、
受
注
業
者

選
定
の
過
程
で
こ
う
し
た
批
判
が
影
響
す
る
可
能

性
も
あ
り
そ
う
だ
。

高
速
鉄
道
見
直
し
の
可
能
性
も
あ
る
か

と
に
も
か
く
に
も
、
構
想
か
ら
30
年
を
経
て
よ

う
や
く
動
き
出
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
高
速

鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、
実
現
ま
で
の
道
の
り

は
平
坦
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

最
大
の
障
害
は
建
設
資
金
の
確
保
で
、
州
の
会

計
検
査
当
局
は
４
月
の
報
告
書
で
計
画
の
実
現
性

に
疑
義
を
呈
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｃ
Ｈ
Ｓ
Ｒ

Ａ
の
計
画
で
は
建
設
に
は
連
邦
政
府
か
ら
１
７
０

～
１
９
０
億
ド
ル
の
予
算
配
分
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
確
保
さ
れ
て
い
る
の
は

１
月
に
配
分
さ
れ
た
22
億
５
０
０
０
万
ド
ル
の

み
。
ま
た
、
民
間
投
資
資
金
と
し
て
期
待
し
て
い

る
１
０
０
～
１
２
０
億
ド
ル
に
つ
い
て
も
、
投
資

家
は
公
的
部
門
か
ら
も
同
時
に
資
金
拠
出
を
求
め

て
い
る
と
し
て
、
州
財
政
へ
の
負
担
増
に
つ
な
が

る
可
能
性
に
言
及
。「
不
十
分
な
計
画
の
た
め
に
、

高
速
鉄
道
の
完
成
は
遅
れ
る
か
未
完
成
に
終
わ
る

危
険
が
あ
る
」
と
警
告
す
る
。

景
気
低
迷
が
長
引
き
、
米
国
で
は
連
邦
、
州
政

府
と
も
税
収
不
足
か
ら
財
政
は
極
端
に
悪
化
し
て

い
る
。
景
気
回
復
へ
の
実
感
が
得
ら
れ
な
い
米
国

民
の
間
で
は
、「
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
反
オ
バ
マ
大
統
領
の
保
守
勢
力
が
台
頭
。
将

来
へ
の
借
金
を
増
や
す
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
進

め
に
く
い
政
治
環
境
だ
。
州
債
発
行
へ
の
住
民
投

票
を
成
立
さ
せ
、民
主
党
の
地
盤
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
だ
が
、
そ
の
住
民
投
票
結
果
の
破
棄
を

求
め
る
運
動
も
一
部
で
起
き
て
い
る
。
11
月
に
任

期
切
れ
と
な
る
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
知
事
の

後
任
に
誰
が
当
選
す
る
か
も
、
計
画
の
行
方
を
左

右
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
段
階
で
、
主
な
候
補

者
は
高
速
鉄
道
へ
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
な

い
が
、
赤
字
削
減
へ
の
圧
力
が
強
ま
れ
ば
計
画
見

直
し
に
動
く
可
能
性
も
あ
り
そ
う
だ
。

だ
が
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
米
国
で
も
高
速
鉄

道
導
入
へ
の
機
は
熟
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
一

般
的
な
見
方
だ
。
ミ
ネ
タ
元
運
輸
長
官
は
、
か
つ

て
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
が
米
大
陸
横
断
鉄
道
構
想

を
打
ち
出
し
た
時
、
最
初
は
誰
も
が
「
無
理
だ
」

と
取
り
合
わ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
７
年

後
に
は
実
現
さ
せ
た
歴
史
を
紹
介
し
、「
や
れ
ば
で

き
る
（
Ｃ
ａ
ｎ 

Ｄ
ｏ
）
と
い
う
精
神
を
持
つ
こ
と

が
大
事
だ
」
と
訴
え
て
い
る
。 
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ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
で
三
ツ
星
。
獲
得
し
た
の

は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
な
く
、
東
京
都
八
王
子

に
あ
る
高
尾
山
だ
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
格
付
け
で
有
名
な
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ

イ
ド
に
は
観
光
名
所
の
格
付
け
ガ
イ
ド
も
あ
り
、
高

尾
山
は
２
０
０
７
年
に
続
き
、
２
０
０
９
年
発
行
の

ガ
イ
ド
で
も
三
ツ
星
を
獲
得
。
東
京
都
心
か
ら
約
１

時
間
と
い
う
手
軽
さ
に
加
え
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や

若
葉
ま
つ
り
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
登

山
客
を
集
め
て
い
る
。

麓
か
ら
山
腹
ま
で
を
結
ぶ
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
と
リ
フ

ト
を
運
営
す
る
高
尾
登
山
電
鉄
で
も
、年
平
均
６
回
、

野
草
の
観
察
会
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
。
運
動
不

足
の
身
に
「
登
山
」
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
け
れ
ど
、

途
中
ま
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
利
用
す
る
こ
の
観
察
会

な
ら
ば
…
と
い
う
こ
と
で
、「
野
草
観
察
と
精
進
料
理

を
味
わ
う
会
」
に
参
加
す
る
こ
と
に
。

大
人
気
の
観
察
会

高
尾
山
の
最
寄
り
駅
「
高
尾
山
口
」
ま
で
新
宿
か

ら
京
王
線
で
約
１
時
間
。
そ
こ
か
ら
集
合
場
所
の

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
「
清
滝
駅
」
ま
で
は
徒
歩
５
分
だ
。

会
の
講
師
は
植
物
研
究
家
の
菱
山
忠
三
郎
先
生
。

高
尾
登
山
電
鉄
の
担
当
者
も
添
乗
し
て
く
れ
る
。

朝
９
時
30
分
、
参
加
者
が
揃
っ
た
ら
、
日
本
一

を
誇
る
急
勾
配
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
一
気
に
海
抜

４
７
２
ｍ
に
位
置
す
る「
高
尾
山
駅
」へ
。さ
っ
そ
く
、

山
腹
に
あ
る
「
高
尾
山
薬
王
院
有
喜
寺
」
の
参
道
に

つ
な
が
る
１
号
路
の
野
草
を
観
察
し
な
が
ら
、
同
じ

く
山
腹
に
造
ら
れ
た
野
草
園
に
向
か
う
。

「
あ
そ
こ
に
咲
い
て
い
る
の
は
×
×
×
で
す
か
？
」

「
あ
れ
は
…
…
？
」。
メ
モ
と
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た
参

加
者
か
ら
、
次
々
と
質
問
の
声
が
あ
が
る
。

こ
の
観
察
会
は
人
気
が
高
く
、
30
名
の
定
員
は
毎

回
ほ
ぼ
満
員
に
な
る
。「
定
期
的
に
来
な
い
と
花
の

時
期
を
逃
し
て
し
ま
う
し
、
こ
こ
に
来
る
こ
と
が
趣

味
な
の
」
と
い
う
方
も
多
く
、
こ
の
日
の
参
加
者
も

半
数
近
く
が
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
っ
た
。
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
い
る
方
が
多
い
分
、
雰
囲
気
は
和
や
か
で
質

問
も
し
や
す
い
。

下
を
向
い
て
ゆ
っ
く
り
歩
く

薬
王
院
の
寺
域
と
し
て
守
ら
れ
て
き
た
高
尾
山

は
、
標
高
５
９
９
ｍ
と
低
山
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
１
３
０
０
種
に
お
よ
ぶ
豊
か
な
植
生
が
保
た
れ

て
い
る
貴
重
な
山
だ
。
野
草
園
で
は
、
高
尾
山
に
自

生
し
て
い
る
も
の
を
中
心
に
、
約
２
５
０
の
野
草
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
き
っ
ち
り
区
分
け
し
て
植
え

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
自
由
気
ま
ま
な

「
野
草
」
の
風
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

シ
ラ
ン
、
キ
ン
ラ
ン
、
タ
ヌ
キ
ラ
ン
、
ヒ
メ
ウ
ズ
、

セ
ッ
コ
ク
、
ハ
ナ
イ
カ
ダ
。
耳
慣
れ
な
い
単
語
が
先

生
の
口
か
ら
次
々
と
出
て
く
る
。
知
識
の
な
い
身
に

は
呪
文
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

野
草
の
名
前
。

「『
雑
草
』
な
ん
て
草
花
は
な
い
ん
で
す
よ
。
全
部

に
名
前
が
あ
る
ん
で
す
」

先
生
の
解
説
を
聞
い
て
い
る
と
、
個
人
で
行
っ
て

い
た
ら
目
に
留
め
な
か
っ
た
だ
ろ
う
草
花
の
一
つ
一

つ
が
本
当
に
特
別
な
も
の
に
思
え
て
く
る
。

野
草
園
を
出
る
と
、
次
は
薬
王
院
に
向
け
て
参
道

を
ゆ
っ
く
り
散
策
。
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
参
道
は

高尾登山電鉄株式会社

高尾山ケーブルカー・リフト
ケーブルカーは高尾山の麓、清滝駅から山腹の高

尾山駅までを約 6 分で、リフトは同じく麓の山麓

駅から山腹の山上駅までを約 12 分で結ぶ。ケー

ブルカーの勾配は最大で 31 度 18 分と日本一を

誇っている。

高
尾
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

高
尾
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

高
尾
山
リ
フ
ト

高
尾
山
リ
フ
ト

京王線

高尾山口
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

清
滝
駅

リ
フ
ト
山
麓
駅

高尾山駅高尾山駅 山上駅山上駅

赤い帽子が菱山先生

都
心
か
ら
１
時
間
程
度
で
行
く
こ
と
の

で
き
る
自
然
の
宝
庫
、
高
尾
山
。

登
山
を
助
け
る
高
尾
登
山
鉄
道
の

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
リ
フ
ト
が
、
高
尾
の

自
然
を
よ
り
身
近
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
。

連
　
載文・写真　松澤美穂
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歩
き
や
す
く
、「
登
山
」
の
苦
し
さ
は
な
い
。
道
の
両

側
に
立
ち
並
ぶ
背
の
高
い
杉
や
ヒ
ノ
キ
が
見
事
だ

が
、
参
加
者
の
視
線
は
や
は
り
下
を
向
き
が
ち
。
石

垣
に
ひ
っ
そ
り
咲
い
た
エ
イ
ザ
ン
ス
ミ
レ
の
一
株
に

カ
メ
ラ
が
集
中
す
る
。

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
参
道
に
は
人
通
り
が
絶
え

な
い
た
め
、
時
折
、「
少
し
端
に
よ
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
添
乗
員
さ
ん
か
ら
声
が
か
か
る
。

高
尾
山
の
登
山
客
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
以
降
、
増
加
を

続
け
て
い
る
。外
国
人
旅
行
客
よ
り
、
む
し
ろ
高
尾

山
の
魅
力
に
気
づ
か
さ
れ
た
国
内
か
ら
の
登
山
客
が

増
え
て
い
る
そ
う
で
、ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
・
リ
フ
ト
の
利

用
者
数
は
昨
年
度
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
と
い
う
。

観
察
会
も
休
日
で
は
登
山
者
が
多
す
ぎ
る
た
め
、ゆ
っ

く
り
観
察
で
き
る
平
日
に
行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

自
然
の
恵
み
を
い
た
だ
く

観
察
会
の
締
め
く
く
り
は
薬
王
院
の
精
進
料
理

だ
。
い
く
つ
も
の
小
鉢
が
並
ん
だ
お
膳
は
と
て
も
豪

華
。ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
野
草
が
何
か
、さ
っ

そ
く
質
問
の
声
が
あ
が
る
。
さ
す
が
の
先
生
も
調
理

さ
れ
た
姿
で
は
判
別
が
難
し
い
よ
う
で
、
添
乗
員
さ

ん
が
お
品
書
き
を
取
り
寄
せ
た
り
、
厨
房
に
聞
き
に

行
っ
た
り
。
季
節
に
よ
っ
て
使
わ
れ
る
野
草
が
変
わ

る
た
め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
々
も
毎
回
、
何
が
出
て

く
る
か
楽
し
み
だ
と
か
。

楽
し
み
は
も
う
一
つ
。
精
進
料
理
の
お
膳
に
は
、

言
葉
の
添
え
ら
れ
た
薬
王
院
の
絵
葉
書
が
付
い
て
く

る
の
だ
が
、
言
葉
に
は
「
挫
け
な
い
」「
一
念
発
起
」

な
ど
パ
タ
ー
ン
が
た
く
さ
ん
あ
り
、「
毎
回
な
ん
と
な

く
、〝
は
っ
〞
と
さ
せ
ら
れ
る
言
葉
が
く
る
の
よ
ね
」

と
の
こ
と
。

手
許
に
き
た
絵
葉
書
に
あ
っ
た
の
は
、「
悔
い
な
き

生
き
方
を
」。
確
か
に
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
。

乗
る
か
、
歩
く
か

観
察
会
は
食
後
、
薬
王
院
で
終
了
・
解
散
だ
が
、

せ
っ
か
く
な
の
で
「
悔
い
」
を
残
さ
な
い
よ
う
に
山

頂
ま
で
行
っ
て
み
る
。

高
尾
山
に
は
難
易
度
の
異
な
る
登
山
経
路
が
全
部

で
８
つ
あ
る
。
薬
王
院
を
経
由
し
て
山
頂
ま
で
続
く

１
号
路
は
、
本
社
や
奥
の
院
の
横
を
通
る
た
め
、
お

参
り
を
し
な
が
ら
登
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
比

較
的
、
初
級
者
向
け
の
経
路
で
あ
る
た
め
軽
装
の
登

山
客
が
多
く
、
中
に
は
小
さ
な
犬
を
連
れ
た
人
の
姿

も
見
ら
れ
る
。

な
だ
ら
か
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
経
路
を
歩
く

こ
と
約
15
分
。
茶
店
や
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
備
え

た
山
頂
に
到
着
す
る
。
あ
っ
け
な
い
ほ
ど
あ
っ
と
い

う
間
の
登
頂
に
は
少
々
、
拍
子
抜
け
だ
が
、
さ
す
が

に
山
頂
か
ら
の
眺
め
は
抜
群
。
東
京
都
心
の
高
層
ビ

ル
群
は
も
ち
ろ
ん
、
横
浜
ま
で
見
渡
せ
る
。
角
度
に

よ
っ
て
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
も
見
え
る
と
い
う
。

た
っ
ぷ
り
景
色
を
楽
し
ん
で
か
ら
、
登
っ
て
来
た

１
号
路
を
引
き
返
し
、
再
び
境
内
を
抜
け
て
、
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
乗
り
場
「
高
尾
山
駅
」
ま
で
戻
る
。

１
号
路
は
こ
の
「
高
尾
山
駅
」
と
リ
フ
ト
の
「
山

上
駅
」
を
経
由
し
て
麓
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
こ
で

疲
れ
具
合
に
応
じ
て
、そ
の
ま
ま
歩
い
て
下
り
る
か
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
か
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
下
り
る
か
、
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
乗
る
か
歩
く
か
。
ど
う
し
よ
う
。

エイザンスミレ。
葉っぱの形が特徴的

ハナイカダ。葉っぱの上に花が咲く豪華な薬王院の精進料理

山頂からの眺めは最高 薬王院の本社
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第
二
十
九
回

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

イラスト・岡林玲生

す
べ
て
の
思
い
出
の

狭
間
で

文・中島京子
Kyoko NAKAJIMA
1964 年東京生まれ。東京女子大学文理学部史学

科卒。雑誌編集者、フリーライターを経て 2003

年『ＦＵＴＯＮ』で小説家デビュー。主な著書

に『イトウの恋』『平成大家族』『女中譚』など

がある。５月末に文藝春秋より最新作『小さい

おうち』を上梓。

　

高
校
入
学
と
と
も
に
家
族
で
八
王
子
に
引
っ

越
し
、二
十
代
の
前
半
ま
で
そ
こ
で
過
ご
し
た
。

　

新
宿
か
ら
丸
々
一
時
間
、
京
王
線
の
「
め
じ

ろ
台
」が
使
用
駅
だ
っ
た
。
両
隣
の
駅
名
は「
山

田
」
と
「
狭
間
」。
宅
地
造
成
し
た
京
王
線
が

い
か
に
「
め
じ
ろ
台
」
な
ど
と
い
う
こ
じ
ゃ
れ

た
名
前
を
つ
け
よ
う
と
も
、
そ
の
場
所
が
山
の

中
に
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
だ
。
住
宅
地
は
と

う
ぜ
ん
高
台
に
あ
り
、
公
園
の
一
角
か
ら
市
外

が
一
望
で
き
る
。
う
っ
そ
う
と
し
た
山
が
す
ぐ

そ
こ
に
見
え
、寺
や
畑
の
多
い
郊
外
の
空
気
は
、

私
自
身
の
の
ん
び
り
し
た
性
格
を
培
う
の
に
一

役
買
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

高
校
は
「
め
じ
ろ
台
」
か
ら
さ
ら
に
西
へ
進

ん
だ
「
高
尾
」
駅
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
登
る

月つ
き
よ夜

峰み
ね

に
あ
っ
た
。
二
駅
、
た
っ
た
四
分
の
列

車
通
学
だ
。
し
か
し
こ
の
四
分
が
四
分
で
終
わ

ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
青
春
と
い
う
も
の
の
存
在

意
義
が
あ
る
。

　

そ
の
こ
ろ
私
は
若
干
早
め
に
家
を
出
て
、
坂

道
を
下
っ
た
り
上
っ
た
り
し
な
が
ら
駅
に
た
ど

り
つ
き
、
各
駅
停
車
の
鈍
行
に
乗
っ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
通
勤
快
速
に
乗
る
な
ど
と
い
う
手
段

を
、
青
春
は
許
さ
な
い
。
通
勤
快
速
は
お
隣
の

「
狭
間
」
を
す
っ
と
ば
し
て
「
高
尾
」
に
着
い

て
し
ま
う
。
そ
れ
で
は
意
味
が
な
い
の
だ
。
な

ぜ
な
ら
お
目
当
て
の
彼
の
通
う
高
等
専
門
学
校

は
、「
狭
間
」
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

彼
は
東
の
ほ
う
か
ら
通
っ
て
き
て
、「
北
野
」

で
鈍
行
に
乗
り
換
え
て「
め
じ
ろ
台
」ま
で
や
っ

て
く
る
。
示
し
合
わ
せ
た
車
両
で
落
ち
合
い
、

私
た
ち
は
た
っ
た
一
駅
の
邂か

い
こ
う逅

を
楽
し
む
の
で

あ
っ
た
。
な
ん
と
い
う
す
ば
ら
し
い
朝
。

　
「
め
じ
ろ
台
」
―
「
狭
間
」
間
は
わ
ず
か
二
分

で
あ
る
か
ら
、
し
だ
い
に
私
た
ち
に
は
も
ど
か

し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。短
す
ぎ
る
。

も
っ
と
時
間
が
欲
し
い
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
は
少
し
だ
け
早
起
き
を
し

て
、
少
し
だ
け
早
い
鈍
行
を
つ
か
ま
え
る
こ
と

に
し
た
。「
狭
間
」
に
到
着
し
て
も
、
彼
は
降

り
た
り
し
な
い
。
列
車
は
高
校
生
を
乗
せ
て
、

「
狭
間
」
を
過
ぎ
「
高
尾
」
に
着
く
が
、
私
も

降
り
な
い
。
と
う
と
う
終
点
の
「
高
尾
山
口
」

ま
で
た
ど
り
着
き
、
ほ
と
ん
ど
誰
も
い
な
い
観

光
地
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、
い
ま
で
は
も

う
思
い
出
せ
な
い
た
わ
い
の
な
い
話
を
ひ
た
す

ら
い
つ
ま
で
も
続
け
る
。
そ
う
し
て
、
折
り
返

し
の
列
車
が
動
き
出
す
の
を
待
ち
、
よ
う
や
く

上
り
線
が
運
ぶ
二
度
目
の
「
高
尾
」
駅
で
、
私

は
彼
に
さ
よ
な
ら
を
言
う
。彼
も
二
度
目
の「
狭

間
」
駅
で
降
り
て
学
校
へ
向
か
う
の
だ
っ
た
。

　

私
た
ち
の
淡
い
交
際
が
終
わ
る
ま
で
、
こ
の

無
駄
に
時
間
を
か
け
た
列
車
通
学
は
続
い
た
。

　

朝
早
く
起
き
る
意
味
を
ま
っ
た
く
見
出
せ
な

く
な
っ
た
女
子
高
校
生
は
、
と
た
ん
に
遅
刻
魔

に
変
身
し
た
。「
す
み
ま
せ
ん
。
起
き
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
、
ぼ
さ
ぼ
さ
の
頭
を
し
て

言
い
訳
す
る
生
徒
を
前
に
、「
誰
よ
り
学
校
に

近
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
の
に
こ
の
醜
態
は

ど
う
し
た
」
と
、
担
任
の
眼
鏡
の
先
生
は
呆
れ

た
顔
を
す
る
。
し
か
し
、
遅
れ
て
入
っ
て
く
る

空
ろ
な
目
を
し
た
女
生
徒
の
思
い
は
、
教
室
に

も
校
庭
に
も
な
か
っ
た
。
甘
い
後
悔
と
と
も

に
、
失
く
し
て
し
ま
っ
た
時
の
「
狭
間
」
を

彷さ
ま
よ徨

っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
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今
回
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
直
後
の
一
九
四
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
撮
ら
れ
、
第

一
回
カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
審
査
員
賞
と
監
督
賞
を
受
賞
し
た
「
鉄
路
の
闘
い
」
を
紹
介
す

る
。
こ
の
映
画
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
鉄
が
ナ
チ
ス
占
領
中
に
行
っ
た
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
描

い
た
も
の
で
、
監
督
は
、
後
に
「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」
や
「
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
」
等
日

本
人
の
映
画
フ
ァ
ン
に
人
気
の
高
い
フ
ラ
ン
ス
映
画
を
数
多
く
撮
っ
た
名
匠
ル
ネ
・
ク

レ
マ
ン
の
長
編
劇
映
画
第
一
作
で
あ
る
。
ル
ネ
・
ク
レ
マ
ン
は
、
当
初
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
を
作
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
劇
映
画
第
一
作
目
の
本
作
品
に
は
、
そ
の
影

響
が
大
変
濃
厚
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
映
画
で
は
人
間
の
内
面
や
感
情
の
動
き
を
強
調

す
る
の
で
は
な
く
、
カ
メ
ラ
が
実
際
に
起
き
た
事
実
を
捉
え
て
い
く
と
い
う
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
の
手
法
が
と
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
現
実
に
行
わ
れ
た
鉄
道
労
働
者
に

よ
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と
い
う
題
材
を
描
く
の
に
適
し
て
い
る
た
め
、
大
き
な
効
果
を
挙

げ
て
い
る
。
当
時
全
盛
期
の
イ
タ
リ
ア
ン
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
が
、
し
っ
か
り
し
た
脚
本

を
も
と
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
は
異
な
る
リ
ア
リ
ズ
ム
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
に
対

し
、
こ
の
映
画
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
手
法
と
デ
ィ
テ
ー
ル
に
こ

「鉄路の闘い」

第２次大戦、独軍占領下における
フランス鉄道員のレジスタンス活動を描く。

1946 年東京生まれ、69 年東大経済卒、
同年運輸省入省、人事課長、運輸審議
官等を経て、2002 年 8 月国土交通審議
官を退官。現在は財団法人運輸政策研
究機構・会長を務める。フィルム･コミッ
ション（FC）への取り組みなど、映画へ深
い情熱を注ぐ。

文・羽生次郎
text by  Jiro HANYU
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だ
わ
っ
た
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ラ
ス
ト
を
含
め
、
全
体
的
に
肯
定
的

な
ト
ー
ン
が
感
じ
ら
れ
る
た
め
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム

の
影
響
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
同
時
期
に
公
開
さ
れ

た
戦
争
の
残
酷
さ
、
非
人
間
性
が
強
調
さ
れ
た
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
傑
作
、
ロ
ベ

ル
ト
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ
監
督
の
「
無
防
備
都
市
」
や
「
戦
火
の
か
な
た
」
に
比
べ

る
と
感
動
が
や
や
弱
い
面
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
名
監
督
の

処
女
作
が
い
つ
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
ピ
カ
リ
と
光
る
も
の

が
あ
る
。
例
え
ば
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
が
ナ
チ
ス
に
発
覚
、
鉄
道
労
働
者
が
射
殺
さ

れ
る
場
面
。
淡
々
と
撮
ら
れ
て
い
る
が
、
銃
殺
の
順
番
が
近
づ
い
て
く
る
若
い
犠

牲
者
の
手
を
年
長
者
が
握
る
カ
ッ
ト
に
は
、
戦
争
の
残
酷
さ
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の

連
帯
感
が
よ
く
現
さ
れ
て
い
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
一
九
四
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
あ
る
地
域
の
鉄
道
機
関
区
を
舞

台
に
、
そ
の
輸
送
司
令
室
を
中
心
に
、
前
半
は
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
、
破
壊
工
作
等
の

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
紹
介
。
後
半
は
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
に
向
か
う
ナ
チ
ス
の
戦
車

部
隊
を
積
ん
だ
貨
物
列
車
の
輸
送
阻
止
の
過
程
を
撮
っ
て
い
る
。
先
ず
巧
妙
な
鉄

道
輸
送
妨
害
の
手
口
が
観
て
い
て
面
白
い
し
、
後
半
の
輸
送
阻
止
活
動
は
、
ほ
と

ん
ど
セ
ッ
ト
を
使
わ
な
い
実
写
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
迫
力
に
富
ん
で
い
る
。
特

に
、
機
関
車
が
脱
線
し
、
転
覆
す
る
シ
ー
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
鉄
が
全
面
的
に
協

力
し
た
た
め
、
本
当
に
脱
線
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
さ
せ
る
く
ら
い
リ
ア

ル
に
撮
れ
て
い
る
。
ま
た
出
演
者
は
、
玄
人
俳
優
を
一
切
使
わ
ず
、
実
際
に
レ
ジ

ス
タ
ン
ス
に
加
わ
っ
た
人
が
演
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
映
画
自
体
が
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
的
手
法
で
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、素
人
臭
さ
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
。

題
名
か
ら
お
分
か
り
の
と
お
り
、
輸
送
司
令
室
、
操
車
場
、
駅
舎
、
軌
道
、
機

関
車
等
ほ
ぼ
す
べ
て
の
シ
ー
ン
が
こ
れ
ら
鉄
道
施
設
の
中
で
撮
ら
れ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
一
九
四
〇
年
代
の
貨
物
鉄
道
で
あ
る
た
め
、
す
べ
て
蒸
気
機
関
車
に
牽
引

さ
れ
る
鉄
道
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
自
体
で
若
干
古
い
感
が
あ
る
し
、
さ
ら
に
対
ナ

チ
ス
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
輝
か
し
い
活
動
と
い
っ
て
も
ピ
ン

と
感
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
代
で
は
、
こ
の
映
画
を
今
観
て
も
第
二
次

大
戦
直
後
の
よ
う
な
高
揚
感
が
得
ら
れ
な
い
の
は
致
し
方
な
い
。
し
か
し
、
ド
イ

ツ
占
領
下
に
お
け
る
「
フ
ラ
ン
ス
国
鉄
か
く
戦
え
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
と
し
て
み
る
と
画
面
が
緻
密
な
だ
け
に
興
味
深
い
し
、

色
々
な
シ
ー
ン
に
若
き
ル
ネ
・
ク
レ
マ
ン
の
才
気
を
感
じ
さ
せ
る
。
機
会
が
あ
れ

ば
ご
覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

「鉄路の闘い」
DVD 発売中
JVD-3014・モノクロ・トーキー・90 分
価格：￥5,040（税込）
発売元：ジュネス企画



『海光の千葉県』
（昭和 7（1932）年春）
房総観光協会発行
犬山・観光社 印刷
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京
成
電
車
の
会
社
名
を
タ
イ
ト
ル
に
し

た
初
三
郎
作
品
は
、
残
念
な
が
ら
な
い
。

初
三
郎
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た
金
子
常

光
（
明
治
二
十
七
年
生
ま
れ
、
昭
和
十
九

年
頃
戦
病
死
か
）
が
い
ち
早
く
、
大
正

十
二
年
に
「
京
成
電
車
御
案
内
」（
京
成

電
車
・
初
版
）
を
発
行
し
て
以
来
、
昭
和

五
年
の
「
京
成
電
車
沿
線
名
所
案
内
」
ま

で
七
版
と
重
版
し
、
好
評
だ
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
初
三
郎
作
品
は
、
昭
和

七
年
の
「
海
光
の
千
葉
県
」「
情
味
の
千

葉
県
」「
霊
場
の
千
葉
県
」（
と
も
に
房
総

観
光
協
会
発
行
・
図
柄
は
同
じ
）
の
三
部

作
が
著
名
で
あ
る
。

　
昭
和
初
期
、
す
で
に
首
都
圏
の
海
浜
リ

ゾ
ー
ト
や
観
光
名
所
の
売
り
出
し
の
動
き

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
解
説
に
よ
れ
ば
、

当
時
の
「
国
有
鉄
道
総
武
、
房
総
循
環
、

東
金
、常
磐
成
田
、久
留
里
、木
原
の
七
線
」

を
赤
色
で
、「
地
方
鉄
道
野
田
、船
橋
、流
山
、

銚
子
、
小
湊
、
成
田
の
六
線
」
を
黒
色
で

印
し
、「
路
線
総
延
長
五
百
七
十
六
粁
余
」

海
光
の
千
葉
県

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京（都立大学）非常勤講師。日本国際地図学会常任委員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

連載─第�回

京
成
電
車
沿
線
案
内（
鳥
瞰
図
）



『京成電車沿線案内（鳥瞰図）』
（昭和 12（1937）年頃）
作画者不詳（金子常光作画か）
京成電車 発行

『京成電車沿線案内（鳥瞰図）』
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を
、
沿
線
案
内
図
と
し
て
表
現
し
て
い
る
。

　
な
か
で
も
、
京
成
電
車
の
押
上
か
ら
船

橋
、
津
田
沼
、
成
田
に
通
じ
る
路
線
上
に
、

幾
台
か
の
電
車
が
走
行
し
て
い
て
楽
し
く

な
る
。

　
東
京
湾
・
浦
賀
水
道
越
し
の
秀
麗
な
る

富
士
山
や
双
耳
峰
の
霊
峰
筑
波
山
な
ど
、

背
景
を
意
識
し
た
初
三
郎
得
意
の
手
法
も

み
ら
れ
る
。

　
現
在
の
京
成
電
鉄
は
、
上
野
と
成
田
を

結
ぶ
路
線
が
基
幹
の
本
線
で
あ
る
。
そ
の

前
身
で
あ
る
京
成
電
気
軌
道
は
、
成
田
山

詣
で
の
新
勝
寺
参
拝
客
を
あ
て
こ
ん
で
明

治
四
十
二
年
に
創
立
し
た
。
大
正
元
年
に
、

押
上

－

伊
予
田
（
現
江
戸
川
）
間
と
曲
金

（
現
京
成
高
砂
）

－

柴
又
間
を
開
業
し
て
い

る
。

　
そ
の
後
、
延
伸
を
繰
り
返
し
、
大
正
十

年
に
は
国
鉄
と
競
合
し
な
が
ら
も
、
千
葉

ま
で
開
業
。
大
正
十
四
年
に
は
、
本
来
の

目
的
地
で
あ
る
成
田
へ
の
延
伸
に
着
手
し
、

昭
和
五
年
に
は
押
上

－

成
田
間
が
全
通
し

た
。

　
沿
線
に
は
、
船
橋
の
中
山
競
馬
場
や
京

成
電
鉄
直
営
の
谷
津
遊
園
（
昭
和
五
十
七

年
閉
園
）
な
ど
、
首
都
圏
の
リ
ゾ
ー
ト
開

発
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
、
金

子
常
光
風
タ
ッ
チ
の
「
京
成
電
車
沿
線
案

内
」（
京
成
電
車
・
昭
和
十
二
年
頃
）」
で
も
、

例
証
で
き
そ
う
だ
。

京
成
電
鉄
株
式
会
社

K
eisei E

lectric R
ailw

ay C
o., Ltd.

設
立
：
明
治
42
（
１
９
０
９
）
年
６
月
30
日

本
社
：
東
京
都
墨
田
区
押
上
１
丁
目
10
番
３
号

グループスローガンは「いろんな笑顔を結びたい」。千葉県京葉地区
と東葛地区を結ぶ新京成電鉄、千葉ニュータウンの中心的交通機関で
ある北総鉄道との直通運転によるネットワークを活かし、千葉県内・
都内への通勤通学の足を提供している。7 月 17 日には新たに成田空
港線（京成高砂－成田空港間 51.4㎞、路線愛称名：成田スカイアク
セス）が開業した。京成上野－成田空港間で新型スカイライナーが運
行し、日暮里－空港第２ビル間を 15 分短縮、最短 36 分で結んでいる。

今夏、成田スカイアクセスが開業

成田新高速鉄道線 64.1㎞

成田スカイアクセス 51.4㎞

JR 山手線

東京都
東京

泉岳寺駅

品川駅

京急
蒲田駅

羽田空港駅

押上駅

日暮里駅

京成高砂駅

小室駅
成田湯川駅

京成成田駅

空
港
第
２
ビ
ル
駅

成田空港駅

成田国際空港

JR総武線

JR成田線

JR外房線

JR内房線

千葉駅

印旛日本医大駅

京成本線

京成押上線

京成本線
12.7㎞

北総鉄道

新アクセス路線

京成
上野駅
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南海高野線：笠木橋梁を走る特急こうや
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